
第 2章 遺 跡

2-1 遺跡の形成

和銅元年 (708)に 遷都の詔勅が発布されて、平城京の造営は本格化 した。ただし、史料の分

析を通じて、平城京の造営工事ないし計画は、それ以前の慶雲 3年 (706)の 段階からすでに日
1)

論まれはじめていたことが論じられている。しかし、平城京造営直前の平城宮域が、どのよう

な状況であったのであるか、ヤヽまだ必ずしも関明にされてはいない。朱雀門から中央区朝堂院、

第一次大極殿院にかけて検出された直線道、下ツ道の遺構の他に、 7世紀から8世紀初めにか

けての遺跡、遺構の確認例が稀少なのである。朱雀門のすぐ北の下ツ道西側溝からは「過所木
2)

簡」などの木簡とともに 7、 8世紀の交の時期の土器が多量に埋没していた。こうした遺物群

は、それらに直接関わる人々の存在を物語る。

あるいは、東区朝堂院の中央付近一ちょうど、本書の報告の対象としている兵部省の真北お

よそ250m付近の発掘調査 (第 188次)で、周囲を溝で囲まれた一辺が1lmあ まりの方形の遺構が

検出され、溝の中から四重弧文の軒平瓦を含む7世紀後半代の多量の瓦片が出土した。寺院の
3)

伽藍に関連するものと考えられている。また、平城宮の東に接する法華寺の東北角にある海龍

王寺の伽藍の変則的な占地が、平城官 (京)造営以前に施工されていた大和統一条里に諧調し

ていることから、平城宮域にも、造営以前にあっては、条里の方格地割が展開していたと判断

してよい。当然そこでは水田が営まれていたと考えていいだろう。おぼろげではあるが、こう
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第2章 遺 跡

した景観状況の中で、平城宮の造営工事が始められる。そして、兵部省地区では……
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2-2 遺構各説

2-2-1 は じめに

兵部省地区では大きく2時期の整地が認められ、層位からみて検出した遺構は3時期に分け

られる。すなわち、整地土下の遺構、第一次整地土上の遺構、第二次整地土上の遺構の 3時期

で、このうち第二次整地土上の遺構が兵部省に関わるものである。ただし、壬生門から朝集殿

院にいたる軸線上では整地土が残存しない部分もあり、多数の遺構を同一面で検出している。

また、兵部省周辺部で検出した遺構の大多数は、小規模で簡易な掘立柱建物や塀、溝、土坑等

であり、同一の整地土上にあっても様々な時期の遺構が混在しているものと考えられる。この

ように層位の上から時期を決定し得ない遺構は、重複状態や伴出した遺物、あるいは位置関係

から時期を推定した。ここでは第二次整地土上の遺構を第Ⅱ期、それより下層の遺構を第I期

とし、さらに第I期 を3時期、第Ⅱ期を2時期に細分した。この他に平城宮造営以前の遺構を
1)

別 に ま とめた。

2-2-2 平城宮の遺構

2-2-2-1 第 I期の遺構

第I期 は兵部省造営以前の時期で、兵部省地区に顕著な建造物は存在せず、基本的には空閑

地であったと考えられる。この地区は遷都よりやや遅れて漸次整備されており、このうち遷都

当初をI-1期、基幹排水路SD3715の 開削後をI-2期、第一次整地上による造成後をI-3期

に区分する。

第 I期 は奈良時代前半にあたるが、現段階で実年代を確定できる資料は得られていない。た

だし、SD3715は霊亀年間 (715～ 717)ま でには開削されていたと考えられること、第一次整地土

は軒平瓦6641C(瓦編年 1 1期 )等の奈良時代初頭の瓦片を含み、下層に造営時の所産と考えら

れる木屑層を挟む箇所があることから、遷都以降20年程度の間に段階的に整備されたのであろ

う。 I-2期は霊亀元年 (715)頃、 I-3期は平城官の改作が始まる養老 5年 (721)頃 が一応の

目安となる。

2-2-2-1-l I-1期 の遺構

平城京遷都当初。壬生門およびその周辺の南面大垣 SA1200は まだ造営されず、仮の大垣 SA
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図12 1-1期の違構 1:1500

1765。 SA14400を 設けて宮の南面を区画していた。壬生門周辺の造営は宮内でも遅れて着手し

たとみられ、遷都当初にはまだ整地もおこなわれず起伏に富んだ旧地形をとどめていたと考え

られる。

SA1765・ SAR4400

宮の南面を区画する東西掘立柱塀。南面大垣 SA1200に 先行する仮の大垣 と考えられる。南北

に雨落溝をともなう。SA1200の 北側約16mの位置にあ り、壬生門の中軸線上で約14.8mに わた

って途切れている。このうち壬生門以西を SA1765、 以東を SA14400と する。

南面大垣SA1200と の距離約16mは 小尺で54尺だが、大尺で45尺 と切 りの良い数値を得ること

から、SA1765。 SA14400は 大尺で計画されたことが窺える。ただしSA1765と SA14400と の間

の距離、約14.8mは 小尺で50尺 と切 りの良い数値を得る。このことは、SA1765と SA14400の 間

に設けられた板の壬生門 SB14545の柱間寸法に由来すると思われる。

SA1765は 主に兵部省の遺構と重複しない部分で、整地上を一部除去し、古墳時代の遺物包含

層上面で検出した。兵部省と重複する部分では上層遺構の保存を考慮して、一部断ち割 りによ

り柱穴を確認した。一方壬生門の中軸線付近では整地土が残存せず、古墳時代の遺物包含層上

面で各時期の遺構と重複して検出した。ここでは切 りあいから、宮内道路 SF14350よ り古いこ

とがわかる。SA1765は 東半で18間分と中央部分で15間分、SA144001よ 西半で 5間分を検出した。

SA1765は 朱雀門の東辺まで延びて途切れ、SA144001ま 朝集殿院の東面掘立柱塀の延長上に位置
か

する南北掘立柱塀 SA14680に取 り付 くことが既に確認されている。

柱掘形の多くは東西幅約150cm、 南北幅90～ 130cm程 度の長方形を呈し、明確ではないものの

大尺の使用
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柱抜取痕跡が認められる。残存深さは50～80cm程 度のものが大半を占めるが、壬生門の中軸に

面した両端の柱掘形は他に比して深 く、約2.4mを計る。

柱間寸法は等間に仮定すれば、SA1765の 中央部分で9.5尺 〔2.81m〕 前後に想定される。ただ

し東寄 りでは 9尺 〔2.66m〕 前後となり、東端 1間が15尺 〔4.44m〕 と広 く一定しない。したが

って柱間寸法は 9～ 10尺の範囲でばらつきがあったとみられ、このことから柱間は真壁造の土

塀であったと思われる。

SA1765は 中央部分を南北基幹排水路 SD3715で東西に二分される。SD3715の東肩では南北掘

立柱塀 SAl1700と の切 りあいがあり、これより古いことがわかる。SD3715と の新旧関係は切 り

あいからは判断できないが、SAl1700が SD3715に ともなう可能性が高いことから、SA1765の

建設時期は SD3715の 開削以前に朔ると思われる。

雨落溝は南北共に幅約80cm、 残存深さ約20cmの 素掘の溝である。このうちSA1765の 南側雨落

溝をSD1764、 北側雨落溝をSD13940、 SA14400の 南側雨落溝をSD9480、 北側雨落溝をSD14401

とする。雨落溝はそれぞれ壬生門の中軸に面した両端の掘形より手前で途切れていて、中軸線

上の空隙は約21.7mを 計る。溝の心はSA1765の柱筋から南北にそれぞれ約2.2mの位置にあり、

軒の出が7.5尺程度の屋根をともなうことが推定できる。なお、雨落溝の底には建設あるいは解

体時の足場穴と目される小穴列 SS13950。 SS13955が ある。

SS13950。 SS13955

東西掘立柱塀SA1765の 中央部分に、柱筋の両側に平行して並ぶ小穴列。位置関係や遺構の特

徴から、SA1765の 建設時あるいは解体時の足場穴と考えられる。このうち南側をSS13955、 北

側をSS13950と する。SS13950。 SS13955は 、柱筋からそれぞれ約2.4mの位置にあり、SA1765

の雨落溝底のやや外寄りで検出した。直径約40cmの小穴が10尺 〔2.96m〕 程度の間隔で並ぶ。

SA1765の 東半では小穴列はみられないが、西半ではSS13950。 SS13955と 姑応する位置に小穴

アl SSl1730を 検出している。

SB14545

SA1765と SA14400の 間に想定される仮の壬生門。SA1765・

SA14400の 壬生門側の両端の掘形が他の掘形と比 して深いこと

から、 2本の親柱の上部に桁を架け渡した鳥居状の問が想定さ

れる。親柱間の距離50尺 〔14.79m〕 から3間 門に考えられ、こ

の間に礎石建ちの柱を立て、扉口を設けていたと思われる。

SD 3715 ・

SAl1700と
の 関 係

雨 落 溝 と
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図13 SA1765・ SA14400 1 :80



図14 1-2期の遺構 1コ 500

さらに、SA1765'SA14400の雨落溝が親柱に想定される柱穴より手前で途切れることから、

土盛による基壇の存在が想定される。基壇の東西規模は73尺 〔21.59m〕 に推定できるが、南北

規模は不明である。ただし門の規模から考えれば、23尺 〔6。 8m〕 程度とみるのが妥当であろう。

SB14545は 、基本的に壬生門の中軸上にあるが、正確には中軸が西へ35cm程 度ずれている。こ

うした傾向は仮設建物SB14380他 4棟の配置にもみられ、建設年代あるいは仮設の建造物であ

ることに起因する可能性が考えられる。

2-2-2-1-2 1… 2期の遺構

朱雀門と壬生門の間に宮内を南北に貫流する基幹排水路SD3715を整備する時期。SD3715の

開削時、南面大垣SA1200は 朱雀門からSD3715の西側まで完成したものの、その先はまだ完成

していなかったと考えられる。したがって壬生門周辺で本格的に造営に着手するのは、壬生門

の建設と同時か、あるいは完成後のことであろう。

SD3列 5A

宮内を南北に貫流する素掘の南北溝。溝の規模から宮内の基幹排水路のひとつに考えられる。

SD3715は宮内北方に端を発して中央区朝堂院地区と東区朝堂院地区の間を区画するように南

流し、二条大路北側溝に至る。このうち本報告の封象とするのは、南面大垣SA1200と 交差する

部分から北へ約33mの範囲である。この部分では埋土の状況から大きく3時期に分かれ、下層

から順にA～C期に区分する。このうちA期がI-2期、B期が正-3期以降、C期が平城京

廃絶後に想定される。

SD3715は、第一次大極殿院の南方で霊亀元年 (715)の紀年銘木簡を含む土坑 SK5も 35を 破壊

基 壇 規 模

中軸のずれ

SD 3715の

開 削 年 代

」′



清 の 浚 渫

素 掘 の 溝

SDl1708・

SD 3765と
の 関 係
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図15 SD3715 1:80
3)

することから、霊亀年間 (715～ 717)頃 の開削と考えられてきた。しかし、これに姑して遷都当
4)

初の和銅年間 (708～ 715)に 朔り得るとする異論も提示されている。本報告の対象範囲では、

SA1765と の重複関係から遷都より遅れる可能性を指摘できるものの、実年代を知りうる資料

は得られなかった。したがって現段階では、奈良時代初頭の開削という以外、明らかではない。

SD3715Aは 、幅が約 3m、 残存深さが約40cmの溝で、上面から約1.4mが B期の溝で削られ

ている。埋土は暗灰色の砂質土で、瓦片や土器片に加え、本器や木簡、切石等、多くの遺物を

含むが、奈良時代各時期の遺物が混在し、SD3715Bの埋土中の遺物と時期差が認められない。

このことから、SD3715は奈良時代を通じて繰り返し浚渫されたことが窺える。

SD3715Aの 両肩には侵食によるとみられる出入りがあり、護岸の形跡は認められない。また

溝底は南面大垣SA1200と の交点付近から急激に下がり、この付近に直径30～60cmの 自然石や

凝灰岩切石の破片を多量に投入している。これらの石は何度かにわけて投入したらしく、二重

三重に積み重なっている。SA1200と の交点には、B期に護岸施設 SX13280を 設けており、これ

らの石はSX13280に ともなう地固めの可能性が高い。さらに石の間や石の下からも瓦片が出土

することから、SD3715Aの段階では素掘であったと考えられる。

SD3715Aの西側にはSDl1708が合流する。SDl1708は東から東北方向へやや湾曲して流れる

幅1.5m程の不整形な素掘の溝で、SD3715の西側に平行する素掘の南北溝SD3765か ら延びると

考えられる。SD3765は SD3715に先行する南北排水路で、第一次大極殿院の造営にともなう可
5)

能性が指摘されている。またSD3765は 中央区朝堂院の造営によって埋め立てられており、これ

にかわる南】と排水路として SD3715を 開削したとされる。SDl17081よ南北排水路を SD3765か ら

SD3715に切 り替える過渡的な状況を示しており、中央区朝堂院の造営に先行して SD3715を 開

削し始めた可能性を示す。

A I   A′
H-640

B I  B′
H-640

0                   3m
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層]17 SAl1700A・ SA1765と SD3715。 SA1200 1:60

SXl1703

SD3715A北 半の溝底にある橋脚の残欠。西岸に一封 とみられる南北に並ぶ柱根が残 り、東岸

にこれと対応する柱根および住掘形が確認できる。柱間は南北約1.6m、 東西約 2mで、柱根は

直径約25cm、 約 lmの長さが残存する。橋脚の上部に桁を架けて南北につなぎ、その上に板を

東西に並べた簡易な橋が想定される。また橋の規模や位置関係から、SXl1703は SD3715Aに 架

か り、SD3715Bへの拡幅にともなって廃絶 したと考えられる。

SAl1700A

SD3715の東岸上にある南北掘立柱塀。同規模の柱穴列が東西 2列 に並ぶ。柱筋が揃 うことか
6)

ら単廊とする見方もあるが、ここでは位置関係や切 りあいから、掘立柱塀の造替と判断した。

すなわち西側の柱穴列が I-2期、東側の柱穴列が I-3期以降に想定され、このうち前者を

A期、後者をB期に区分する。

SAl1700Aは 南面大垣 SA1200と の交点から北へ10間分を検出した。壬生門心から西へ約140

mの ところにあり、大尺でおよそ395尺 になる。柱掘形は南北約1.5m、 東西約1.2m程度の長方

形を呈し、60～80cm程度の深さが残存する。明確ではないものの柱抜取痕跡が認められ、SA

1765の柱穴とよく似た特徴を示す。柱間は柱掘形が大きいため様々な可能性があるが、等間で

考えればおよそ10～ 10。 5尺 〔2.96～ 3.lm〕 に想定される。

南から6本 目の柱穴に東西掘立柱塀 SA1765の 柱穴との切 りあいがあり、これより新しいこ

とがわかる。また南端の柱穴では柱抜穴を切って南面大垣 SA1200北 側の大走 りの掘込地業を

行なっていることを確認した。SA1200で は犬走 りの造成と築地塀の築成は一連の工程に考え

られることから、SAl1700Aを取 り壊した後にSA1200を 建設したと推定できる。さらに北半の

柱穴が SD3715Bの東肩に切られ、その埋土に覆われることから、SAl1700Aは SD3715の拡幅

にともなって廃絶したと考えられる。

以上のことからSAl1700Aは SD3715Aの 東岸に設けられた区画塀で、SD3715Bに拡幅した

際に東へ移 り、SAl1700Bに 造 り替えられたと推定できる。また SAl1700Aの建設は東西掘立

柱塀 SA1765よ り遅れ、南面大垣 SA1200の 建設に先行する。SA1200と SAl1700Aは層位上併存

し得ず、SAl1700Aが存続した時期に、SA1200は SD3715以西が完成したものの、SD3715以東

がまだ完成していなかったとみられる。

2‐ 2-2‐ 1‐3 1-3期の遺構

壬生門および南面大垣が完成し、壬生門と朝集殿院の間に本格的に整備される時期。まだ兵

SD 3715 。

SA 1765 ・

SA 1200と
の新旧関係
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図18 1-3期 の遺構 1,1500

部省・式部省は造営されず、暗灰褐色の粘質土 (第一次整地土)を大量に投入 して谷地や窪みを

埋め、地表面を平坦に整えるに止まる。この頃、朝集殿院前方は前期の朝集殿院と同じ東西幅
7)

で南北に掘立柱塀を設けて区画していたと想定されるが、顕著な建造物は確認できず、基本的

には広大な広場であったと思われる。

朝集殿院の西側では、第一次整地土上で多数の掘立柱建物を重複して検出した。このうち東

西築地塀 SA131201こ 先行すると判断できるものをI-3期 に仮定した。

SD3715B

拡幅した宮内基幹排水路。SD3715Aを 東へ lm、 西へ 3m程拡げる。拡幅した東岸がSAl1700

Aの柱穴を切ることから、これを廃絶して溝を拡げたことがわかる。残存深さは約1.4mで、椀

状に掘削するため、溝底にSD3715Aが残存する。

埋土は暗灰色の粘質土で、SD3715Aの埋土と同様、多様な遺物を多量に含み、特に南半では

瓦片が多い。このうち年代を示すもので個体数が多いのは軒九瓦6225A・ C(Ⅲ )と 軒平瓦6663

C(Ⅲ )だが、これより新旧の時期の瓦も多く混在している。両岸には流水による侵食とみられ

る出入 りがあり、西岸では墨書土器を含む土器溜を形成していた。こうした状況から、SD3715

Bは奈良時代末期まで存続したと考えられる。

SD3715Cは、SD3715Bの埋土上に形成された幅 4m、 残存深さ60clll程度の溝である。埋土は

砂と粘土の互層で、奈良時代の遺物をほとんど含まず、宮廃絶後の流路と考えられる。SA1200

との交点付近では南流せず、西南方向へ大きく流れを変えるが、これはSD3715Bに大量の石を

投入して流路を塞いだ結果と考えられる。宮廃絶後の様相を示すものであろう。

,7
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図19 SX13280 1:80

SX13280

SD3715Bの SA1200と 交差する部分にある護岸施設。溝底を30～ 60cIIlの石で地固めをし、両岸

を杭で固定した横板で固める。杭は西岸で2本、東岸で 3本が残存し、横板は調査区外へ延び

る。東岸の南から2本の杭は内側に大きく傾き、西岸の南の杭は既に失われている。抗は直径

30～40cmで 、上端が腐食して原形を留めないものが多い。ただし東岸中央に位置する杭は腐食

が少なく上面に切断した痕跡を残し、残存長さは約1.2mを 計る。横板は断面が15× 20cm程 度の

角材で、下から2段目までが残存する。

柱間寸法は南北が約1.4m、 東西が約1.7m、 横板心の東西幅は約2.lmで ある。尺に決算して

も切りの良い数値を得られないことから、SX13280は水流による溝肩の侵食を防ぐためのきわ

めて実用性の高い施設と考えられる。

SX13280の構造上、この上部に築地塀は想定しえず、SA1200は 奈良時代を通じてSD3715の

上部で途切れていたことになる。ただし、SX13280が SD3715Bの うちSA1200と の交差部分にの

み設けられた施設であることや南面大垣の性格を考慮すれば、上部に何らかの閉塞施設を設け

ていた可能性は十分に考えられよう。この場合SX13280は、横板を固定する杭の上部に南北に

桁を架けてつなぎ、その上に東西に板を渡した簡易な橋のような施設に復元できる。そしてこ

の上に柵や板塀といった軽量の連蔽施設を設けていたと想定される。

Ｙ

▼

南 面 大 垣

SA 1200と
の 関 係
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図20 SAl1700Bと SA1765 1:60

SAl1700B

SD3715Bへ の拡幅にともない、SAl1700Aを 10尺 〔2.96m〕 東へ移したと考えられる南北掘

立柱塀。SD3715Bの東岸上で 9間分を検出した。柱穴の特徴や規模はSAl1700Aと 一致する。

SA1765の柱穴と切りあいがあり、これより新しいことがわかる。なお、SAl1700Bを I-3期

に想定した場合、南面大垣SA1200と の併存が前提となるが、現段階でSA1200と の交点は未確

認である。想定される柱心から東へ10尺 〔2.96m〕 のところに、雨落溝とみられる南北溝 SD

13985がある。

SF14350A

壬生門から朝集殿院南門に至る宮内道路。遺構の配置から2時期が想定され、A期が I-3

期、B期がⅡ-2期 に想定される。すなわちA期に壬生門の完成にともなって整備 され、B

期に兵部省・式部省周辺の改修にともなって道路幅を拡幅したと考えられる。

SF14350Aは、SD14352(東 側)と SD14351(西側)を両側溝 とする。溝幅は共に50～ 60cm、

深いところで 5～ 10clllが残存する。削平により失われている箇所も多く、遺構の検出状況は断

片的だが、残存箇所が広範にわたるため全体の規模を推定できる。溝底の標高はH=63.5～

63.7m程 度で北がやや高い傾向を示すが、ほぼ水平とみることができる。溝間の距離は、北端

付近では心々約23mで あるのに対し、南端付近では心々約25mと 広 くなっており、両側溝が平

行ではなく、南広がりの人の字に設けられていたことがわかる (第 4章 -5-2-3で さらに検討する)。

溝の南端は壬生門の基壇に沿って屈曲し、SA1200の 北側雨落溝に接続する。北端は調査区外に

延びるため未検出だが、朝集殿院南門の南辺まで続 くことは疑いない。

SF14350Aは層位や切 りあいからは時期を決定し得ないが、位置関係から考えれば、壬生門

にともなう道路と考えるのが妥当であろう。

SD12998・ SD13900

壬生門の中軸線から西へ約97mの付近に、南北に平行 して走る 2条の素掘溝。位置関係から、

朝集殿院の前面を区画する南北掘立柱塀の両偵I溝に比定される。第二次整地上に覆われるため、

部分的にしか検出していない。

SD12998は 兵部省西第一堂の南側で、第二次整地土を一部除去 し、第一次整地上上で検出し

た。幅約1.4m、 深さ約30cmの素掘の溝で、埋土に若子の瓦片を含む。西第一堂 。第二堂の西側

柱 とほぼ重複する位置にある。一方 SD139001ま 、兵部省東第二堂の基壇の断ち割 りなど 3箇所

で、SD12998と 同じく第一次整地土上で検出 した。幅30～ 60cm、 深さ約20cmの素掘の溝で、南半

の一部は兵部省の排水溝に転用 されている。西第一堂 。第二堂の東側柱 とほぼ重複する位置に

」び



22 遺構各説

あり、SD12998と の心々距離は16尺 〔4.73m〕 である。

式部省の調査では、東第一堂 。第二堂の下層で南北掘立柱塀 SA14680と これにともなう東西
8)

雨落溝 SDl1990。 SD12030を 検出している。SDl1990。 SD120301よ 、SD12998・ SD13900と 壬生

門心を挟んで姑称の位置にあり、この関係からSD12998・ SD13900の 間に南北掘立柱塀の存在

が予想される。この前提に立てば、兵部省の造営以前の朝集殿院と壬生門の間は、壬生門心を

対称に配された南北掘立柱塀によって、東西幅550大尺 〔195。 14m〕 に大きく区画されていたこ

とになる。

SX13937

兵部省の西面廊SC13915の 下層、第一次整地土上で検出した10尺 〔2.96m〕 の間隔で並ぶ柱穴。

このうち南偵Iに は柱根が残存する①兵部省の遺構群と封応する明確な位置関係は認められない。

したがってSX13937は兵部省下層の第一次整地土上に何らかの建造物があった可能性を示唆す

るが、これと姑応する柱穴は検出していない。

SB14120

朝集殿院西南隅の南側、第一次整地土上で検出した掘立柱建物。建物の東北隅と考えられる

柱穴 4基 を検出し、調査区外の西あるいは南に延びる。柱掘形は一辺60cm程 度の方形で、深さ

50～70cmが残存し、柱抜取痕跡を残す。柱間寸法は東西

が11尺 〔3.25m〕 、南 】ヒが 8尺 〔2.37m〕 で あ る。SD

12998・ SD13900と の位置関係から南北棟に想定される。

S団割22・ S団 引23

朝集殿院とSD3715の 間、第一次整地土上で重複 して

検出した 2棟の掘立柱建物。東西築地塀 SA13120北 側の

排水溝と目されるSD13121と 切 りあいがあり、これより

古いことがわかる。SB13122と SB13123の 柱穴同士の切

りあいはなく、新旧関係は確定できない。

SB13122は 、梁行 2間 の総長約 6m、 桁行 6間以上の

東西棟で、東側が調査区外へ延びる。柱掘形は直径80cm

程度の円形で、25～30cmの深さが残存し、直径25cm程 度

の柱痕跡を残す。桁行の柱間寸法は、梁行は10尺 〔2.96

m〕 等間だが、桁行は 8～ 10尺 〔2.37～ 2.96m〕 の間でば

らつきがある。

SB13123は 、SB13122の 北側に隣接する東西棟で、建物

規模が SB13122と 一致する。SB13122の 北側柱列が SB

13123の 南側柱列を兼ねてお り、この柱列を残 して建替

えたのであろう。ただし柱穴が直径50cm程 度、柱痕跡も

直径15cm程 度と、SB13122と 比 して小さいことから、別

材を使用したと思われる。

S団 割割 。S団 割32

朝集殿院とSD3715の 間にある掘立柱建物群のうち、

C期

図21 朝集殿院西外郭の遺構変遷
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北半で重複する 2棟の建物。西側柱列と考えられる南北柱穴列のみを検出した。周辺に奈良時

代の整地土は確認できず古墳時代の包含層上面で検出したが、古墳時代の遺構 SD13134や SK

13127と 切 りあいがあり、これより新 しいことがわかる。SB13122。 SB13123の 西から2間 目と

柱筋を揃えることから、同じ時期に仮定した。SB13131と SB13132の 柱穴同士の切 りあいはなく、

新旧関係は確定できない。

SB13131で検出した柱穴列は 3間分で総長約 9m、 柱間寸法は10尺等間である。西側柱列に

考えられるが、これより東は調査区外となり詳細は不明である。西南隅柱はSB13122の 北側柱

心から北へ51尺 〔15.08m〕 のところに位置する。柱掘形は一辺60cm程 度の方形で、深さ20～ 30

cm残存し、直径20cm程 度の柱痕跡を残す。

SB13132で検出した柱穴列も同じく3間分だが、総長約7.7mと 短く、柱間寸法は南 2間が 9

尺 〔2.66m〕 等間、北 1間が 8尺 〔2.37m〕 となる。このことからSB131321よ北廂付の東西棟に

推定できる。西南隅柱はSB13131の 西南隅柱の北側14尺 〔4.14m〕 に位置する。柱掘形は直径約

50cmの 円形で、深さ約30～40cmが残存し、直径20cm程 度の柱痕跡を残す。

SA13130

SB13131・ SB13132の 西側およびSA13122'SA13123の 北側をL字形に折れて通る掘立柱塀。

南北棟の掘立柱建物とも考えられるが、ここでは位置関係からSA13122・ SA13123お よびSB

13131・ SB13132に ともなう区画塀と判断した。

SA13130は、SB13131'SB13132の 西側柱心から西へ9.5尺 〔2,81m〕 のところにあり、これと

平行する南北柱穴列8間分を検出した。北端は調査区外へ延び、南端はSB13123の 北側柱心か

ら北へ11尺 〔3.26m〕 のところで西へ折れる。柱掘形は東西約60cm、 南北約80cmの 長方形で、約

40cmの 深さが残存し、柱抜取痕跡をともなう。柱間寸法はおよそ10尺 〔2.96皿〕等間だが、南か

ら7間 目のみ12尺 〔3.55m〕 と広く、出入口に想定される。

SB13124

SA13122・ SA13123、 SB13131・ SB13132、 SA13130と 重複して検出した南北棟の掘立柱建物。

桁行 9間、梁行 3間 と比較的規模が大きく、 8間 2間 の身舎の西側に廂を付 した建物と考えら

れる。SB13122と 同じくSD13121と 切 りあいがあり、これより古いことがわかる。重複する建物

の柱穴と切 りあいはなく、新旧関係は確定できない。

柱掘形は、大きさにややばらつきがみられるが、身舎部分が南北約90cm、 東西約60cmの 長方

形、廂部分が直径約70cmの 円形を呈し、直径25～30cmの柱痕跡を残すものが多い。桁行総長は

約26,7m、 柱間寸法は北 8間が10尺 〔2.96m〕 等間、南 1間が 9尺 〔2.66m〕 となる。梁行総長

は約8.7m、 柱聞寸法は東2間が10尺 〔2.96m〕 等間、廂となる西 1間が 9尺 〔2.66m〕 と狭く

なる。

S団割17

SB13122・ SB13124の 南側に位置する素掘の東西溝。幅50～ 70cm、 深さ8～ 1lcmが残存し、両

端とも調査区外へ延びる。SB13122の 南側柱心から南へ 7尺 〔2.07m〕 のところに位置する。SD

13122を境にして、北側では掘立柱建物を多数検出し、南側では顕著な遺構を留めない。ちなみ

にSD13122の溝心は、朝集殿院南面区画塀の想定心から16尺 〔4.73m〕 のところに位置する。朝

集殿院西辺を区画する見切りの溝であろうか。
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2-2-2-2 第 Ⅱ期 の遺構

第Ⅱ期は兵部省の造営以降、廃都に至るまでの時期である。第二次整地土で地形を平坦に造

成し直して、およそ250尺 四方の築地塀で区画した、計 8棟の礎石建物からなる官衛を造営する。

後に東門を棟門から人脚門へ改築し、築地塀の内側に廊を付設する改修をおこなう。このうち

改4分前をⅡ-1期、改修後をⅡ-2期 に区分とする。

第Ⅱ期は大きくは奈良時代後半にあたるが、現段階で実年代を確定する資料は得られていな

い。兵部省の造営は、所用瓦6225A-6663C、 6282G-6721Fの 年代観から、天平17年 (745)の

還都後と考えるのが一般的である。第二次整地土は掘立柱塀 SA13920等 の工程から兵部省の造

営にともなうことがわかる。また、第二次整地土中には上述の所用瓦を含む奈良時代中頃まで

の瓦片を含むことから、還都後とする年代観と矛盾 しない。ただし、兵部省の北側、朝集殿院

との間では第二次整地土上にある掘立柱建物 SB14100。 SB14105の柱抜取跡やその周辺から、

桧皮葺の棟瓦とされる小型瓦6313C(Ⅱ -1)がまとまって出土している。このことは兵部省の

造営時、この周辺に桧皮葺の建物が存在したことを窺わせ、造営年代が天平17年 (745)の 還都
9)

以前に朔る可能性を示す。兵部省の改4分が行なわれた時期を示す資料はなく推測の域をでない

が、天平宝字 5年 (761)に 始まる平城宮の改作がひとつの目安となろう。この時に淳仁天皇は

兵部省を仮の居所としており、天皇を迎えるための改4分 と見ることもできる。ただし式部省の

改修や宮内道路の拡幅など、壬生門の中軸を意識した宮の改作を同時に行っていることから、

天皇の御在所としての改4分 と考えるにはやや不自然な印象も残る。仮に兵部省の造営を還都以

前に置けば、この改修を還都後の第二次大極殿院・東区朝堂院の諸殿堂の瓦葺建物への改作と

あわせて考えることも可能であろう。

Ⅱ一界
年

期 の

代

__覗評_
図22 Ⅱ-1期 の遺構 1:1500
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第 2章 遺 跡

2-2-2-2-l Ⅱ-1期 の遺構

灰褐色の砂質土 (第二次整地土)であらたに整地をして地盤を整え、兵部省に比定される築地

塀で区画した正方形平面の官衛が造営される時期。官衛内は東西塀を設けて南北に大きく区画

する。建物はすべて礎石建ちで、南側の区画の中央北半に正殿を置き、その東西に二棟ずつ腸

殿 を配する。北側の区画は中央に後殿を置き、その東西に一棟ずつ殿舎を配し、それぞれの間

を掘立柱塀で区画する。ここではこれらの殿舎を、官衛内の位置関係からそれぞれ「西北殿」

「東北殿」と呼称する。また正殿の東西に並ぶ脇殿を、朝堂院に擬して北から「第一堂」「第二

堂」 と呼称する。

兵部省の遺構

SA12400

兵部省の南面を限る東西築地塀。中央部分の約12mが市道 儲卜跡通り)と 重なるため未検出で

あるが、それ以外の部分で計約63mに わたって検出し、東端および西端を確認した。これによ

り兵部省の四至を限る築地塀の東西規模は心々で252尺 〔74.52m〕 に推定できる。

残存する基底部は幅約2.4mで、両側に雨落溝 SD13840(南 側)と SD13855(北側)を ともな

う。基底部の中央がやや高まる形で積上が15～40cmの 厚さで残存する。これに残る堰板の抜取

痕跡から築地本体の基底部の幅を 5尺 〔1,48m〕 に復元できる。

雨落溝は素掘で深さ10～15cmが残存する。幅は、外側に位置する南側雨落溝 SD13840が 80cm

～ lm程であるのに対し、内側に位置する北側雨落溝 SD13855が 40～ 60cmと 狭 くなっている。

築地心と雨落溝心の距離は SD13840が 7.5尺 〔2.22m〕 程度であるのに対 し、SD13855が 5。 5尺

〔1.63m〕 程度と、溝幅と同様に狭 くなっている。こうした築地と雨落溝のおさまりは、四至の

築地に共通していて、外周の溝が周囲の排水溝として機能していたことを窺わせる。なお、SA

12400の内側にはⅡ-2期 にSC13910を 付設するため、当初の北側雨落溝SD13855は この基壇土

の下に埋没している。

SD13860

南面築地の北側雨落溝のうち、西第二堂の西側雨落溝 SD13870と の接続部から外部へ抜ける

暗渠 SX13850と こ至るまでの約10mの 部分。幅70～ 80cm、 深さ20～ 30cmと 、他の部分に比べて広

く深く、北肩を凝灰岩で護岸する。北側雨落溝はSD13870以西にも延びるが西面築地の東側雨

落溝 とは接続せず、Ⅱ-2

期に付設するSC13915の 東

側雨落溝と接続する。従っ

て SD13870以 西の北側雨落

溝はⅡ-2期 の付設で、Ⅱ

-1期 にはSD13870と SD

13860が L字形に接続 して

いたと考えられる。
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添 柱 痕 跡

雨 落 溝

第2章 遺 跡

SA13030

兵部省の西面を限る南北築地塀。中央やや北寄 りに西門 SB13040を 開く。南面築地 SA12400

と接続する南端から北へ約70mに わたって検出し、その先は近鉄電車の線路 と重なるため未検

出である。

残存する基底部は幅約1.8mで、両側に雨落溝 SD13875(東 側)と SD13025(西 all)を ともな

う。基底部の上面はほぼ水平に削平されているが、積土が約15cmの厚さで残存 し、その上面に

は直径約30cmの小穴列 SS13890(東 側)と SS13895(西側)が平行して南北に並ぶ。これらは築

地塀が想定される心から姑称の位置にあり、さらに対 となる小穴の内法が約1.5mであること

から築地築成時の添柱痕跡に比定される。

雨落溝は東側と西側で様相を異にする。外側に位置する西側雨落溝 SD130251ま 幅1,1～ 1.5m

の素掘で、深さ約30cmが残存する。また、西門 SB13040の前面では東肩がやや西側に張りだす

様子が確認できる。これに射して内側に位置する東側雨落溝 SD13875は幅約50cmと SD13025と

比して狭い。深さも10cm程度と浅 く、一部に途切れる箇所があり、北に行 く程、検出状況は断

片的になる。SD13025の 南半では両肩に平行 して走る 2条の溝、SD13928(東 側)と SD13929

(西側)を 検出しており、両肩が切石によって護岸されていた可能性を示す。築地心と雨落溝心

との間の距離は、南面築地 SA12400と 共通で

ある。なお、SD138751よ Ⅱ-2期 に片廂廊 SC

13915付設にともない、その基壇上で埋め立

てられており、この時にSD13875の北半には

大量の瓦片が捨て込まれている。

SX13880

西面築地の東側雨落溝 SD13875と 接続 し、

南面築地 SA12400の 下を横断する暗渠。築地

の基底部上面の約30cm下 に、直径約25cmの 一

木を半裁 して くり貫いた木樋が長さ約5。 7m

にわたって残存する。

木樋は南端を南面築地の基底部南辺に揃え、

北端を南端より25cm程高くして据え付けられ

る。木樋の南端は南北溝 SD138851こ接続して

おり、さらに南流 して南面大垣の北側雨落溝

SD1813に 注 ぐと考えられる。築地 と重なる

木樋南半の上部構造は不明だが一部に凝灰岩

片が残るので、これを蓋石としていた可能性

も考え られる。木樋北半は開渠 とな りSD

13875の 底を形成 していたと考えられるが、

Ⅱ-2期の片廂廊 SC13915付設にともない多

量の瓦片で埋められている。

止   1  止
H-645

|
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22 遺構各説

SB13040

西面築地 SA13030に 開く兵部省の西門。礎石建ちの棟門と考えられる。礎石

据付掘形の内側に抜取穴があり、礎石はその傍らに掘られた土坑に落とし込ま

れている。礎石は直径60cm程 の自然石、礎石据付掘形は東西幅約1.2m、 南北幅

1.5～ 1.8mの長方形であったとみられる。想定される柱間寸法は11尺 〔3.25m〕 、 A
礎石据付掘形の形状からすれば礎石の内側に唐居敷を据えていた可能性も考え

られる。これらから想定される西門の東西心は、南面築地心から北へ109尺 〔32.23m〕 の位置で

ある。

SA13720

兵部省の東面を限る南北築地塀。中央やや南寄 りに東門SB13730Aを 開く。南面築地SA12400

と接続する南端から北へ約50mに わたって検出した。その先は近鉄電車の線路 と重なるため大

部分が未検出だが、線路の北際において北面築地 SA14080と 接続する北端を検出した。これに

より兵部省の四至を限る築地塀の南北規模は心々で250尺 〔73.93m〕 に推定できる。

残存する基底部は幅約 2mで、両側に雨落溝 SD13725(東側)と SD13726(西 側)を ともなう。

基底部の上面はほぼ水平に削平されていて、南半では積土が 5～ 10cmの厚さでわずかに残存す

る。その上面には直径約30cmの小穴列 SS13721(東 側)と SS13322(西 側)が平行して南北に並

んでおり、西面築地 SA13030で検出したSS13890。 SS13895と 同様に、築地塀築成時の添柱痕跡

に比定される。北半では積土は削平されて残存せず、添柱痕跡もみられない。

雨落溝は素掘で、西面築地 SA13030と 同様の様相を示 し、外側に位置する東側雨落溝 SD

13725が広 く深 く、内側に位置する西側雨落溝 SD13726が狭 く浅い。築地心と雨落溝心との間の

距離は、前述した南面および東面築地と共通する。東側雨落溝 SD137251ま幅約1.8m、 築地の基

底部となる西肩が東肩と比して20～30cmほ ど高く、残存深さは東肩から計って約20cmで ある。

築地の基底部以東の遺構検出面には大きな高低差はみられない。東肩以東がより深 く削平され

た結果でもあろうが、遺構の残存状況や高低差から判断すれば、そもそも兵部省の内部が周辺

より若千高く造成されていた可能性が高い。

東門SB13730の 東側では、当初真直ぐに通っていた雨落溝 SD13725を Ⅱ-2期 の門基壇の拡

張にともなって鉤の手に張り出すように付け替えた様子を確認できる。東門東側の SD13725は

幅約60cm、 残存深さ約10cmと 細 く浅く、この上に改築した東門の東側柱礎石据付掘形を設けて

いる。そして、これを迂回するようにSD13732を 設け、南北に別れたSD13735を 接続している。

西側雨落溝 SD13726は幅約70cm、 深さ約20cmが残存する。東門の西側では途切れており、東

門の南北に設けた暗渠 SX13728(南側)と SX13727(北 側)を通じて外側の雨落溝 SD137251こ接

続する。溝の埋土には凝灰岩切石の残欠がみられ、抜取痕跡を検出していないものの、両肩を

切石で護岸していた可能性を示す。なお、SD13726は Ⅱ-2期 に片廂廊 SC13735の 付設にとも

ない、その基壇土で埋め立てられている。
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図26 SX13727 1:60 図27 SX9479 1:60

SX13727

東面築地を港る暗渠 2条のうち、北側の暗渠 SX137271こ は木樋の一部が残存する。暗渠は築

地の基底部上面に幅約70cm、 深さ約50cmの据付掘形を設け、その埋土に幅約25～ 30clll、 高さ約

20～25cmの 木樋を北寄 りに据えた痕跡を残す。据付掘形の上層は、瓦片混じりの茶褐色粘土で

覆い被せて仕上げている。

樋  築地の基底部上面から約30cm下 に、幅約20cm、 長さ約2.4mの木樋の底板が残存する。底板上

面の東端の標高は西端と比して 7 cm程低 く、西から東、すなわち内から外へ排水 していたこと

がわかる。南側の暗渠 SX13728に は木樋は残存しないが、据付掘形が同じ特徴を示すことから、

同様の暗渠に復元できる。

SX9479

東面築地の西側雨落溝 SD13726と 接続し、南面築地 SA12400の 下を横断する暗渠。SX13880

と紺称の位置にあり、同様の暗渠に推定できる。築地の基底部上面の約10cm下 に直径約25cmの

一木を半裁 して判 りぬいた木樋が約1.2m残存する。木樋の南端は築地の基底部南辺と揃い、残

存部分だけでも北端は南端より5 cm程高く据え付けられている。このような遺構の残存状況は

SX13880と 類似した性格を示す。ただし、南端に接続する南北溝はみられず、南面築地の南側

雨落溝 SD13840と T字形に接続していたと考えられる。

SB13730A

東面築地 SA137201こ 開 く兵部省の東門。遺構の切 りあいから2時期に分か

れ、前半 (A期 )が Ⅱ-1期、後半 (B期 )が Ⅱ-2期 に相当する。A期 には   こ
8

西門SB13040と 同様の礎石建ちの棟門が想定されるが、B期 に人脚F尋へと大

きく建て替えられている。したがってA期の遺構はB期 に破壊されており、 A
残存状況はあまり良くない。また、このような遺構の変遷や壬生門と朝集殿

院南門をつなぐ宮内道路 SF14350と の関係から、東門SB13730は 実質上の正門と考えられる。

SB13730Aは 、わずかに残る地業痕跡と東面築地の雨落溝を兼ねる東側雨落溝 SD13725のみ

だが、地業の残存状況や雨落溝の改修状況から判断して棟門であったと想定される。地業痕跡

77
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2-2 遺構各説

二  十   二
日=645

O          m  l

図28 SB13730A l:60

は、凝灰岩片を含む茶褐色土が西門SB13040と 紺称の位置に、 3～ 5 cmの厚さで幅1,2～ 1。 4m

の帯状に残存する。また、A期の礎石据付掘形や抜取穴が残存しないことからB期のものと重

複していると考えると、柱関寸法は西門より広い13尺 〔3.84m〕 に復元できる。これらから想定

される東門の東西心は南面築地心から北へ109尺 〔32.23m〕 であり、西門と心を揃える。

SA14080

兵部省の北面を限る東西築地塀。大部分は近鉄電車の線路 と重なるため未検出だが、東面築

地 SA13720と 接続する東端から西へ 7m程をかろうじて検出した。

築地の積土はまったく残存しないが、東面築地の東側雨落溝 SD13725と 接続する北側雨落溝

SD14085と 、その南側に平行して並ぶ小穴列 SS14101を検出した。雨落溝SD14085は素掘で、幅

約1.5m、 深さ約30cmが残存する。一方、小穴列 SS14101は 直径30cm程の小穴が、雨落溝心から

南に約1.2mの位置に、約 2mの 間隔を置いて並ぶ。このような遺構の検出状況から、北面築地

も他の三面と同じ仕様の築地塀が想定され、小穴列 SS14101は 築地塀建設時の外側の添柱痕跡

に比定される。
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図29 SS14101 1:60

SA13020

兵部の内部を南北に区画する掘立柱東西塀。南面築地心から北へ182尺 〔53.82m〕 に位置し、

両側に雨落溝 SD13005(南 all)と sD13006(北 側)を ともなう。

雨落溝は幅約40cm、 深さ10～ 15cmが残存する素掘の溝で、内側の肩に瓦片を敷き並べるが、

これは後述するように塀基底部の一部に考えられる。溝間の心々距離は約1.3m、 この中心に

SA13020の柱筋が通る。このうち北側雨落溝 SD13006と よ西面築地塀 SA13030の 下を暗渠で抜け

て外部へ廷びる。

柱穴は、西半7間分、東半16間分を検出し、総柱間は28間 に推定できる。柱間寸法は8尺弱

～ 9尺強 〔2.3～ 2.7m〕 の範囲でばらつきがみられる。東から3間 目および12間 日、西から3間

日では、基底部の上面に石を敷き詰めた様子が確認でき、通路あるいは扉口に推定できる。検

出した25基の柱穴のうち約半数の12基に柱根を残す。このうち東の第 8、 第 9、 第11柱および

西の第 1、 第 2柱では断ち割り調査により柱根を確認した。柱根は直径約20cmで、70cm～ lm

雨 落 溝
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区 画 塀 の

工   程

区 画 塀 は

土   塀

第2章 遺 跡

の長さが残存する。掘形の底面は標高63m前後で一定してお り、東の第 8柱では底に凝灰岩の

礎盤石を置 く。いずれの柱穴にも抜取穴は確認できず、掘形も区画塀基底部の積土に覆われる

ため雨落溝の底で確認するに止まる。

このような柱穴の特徴や断ち割り調査の結果から、区画塀の基底部では以下のような工程を

とったことが知られる。まず掘形を設けて柱を立て、その上に積土をして区画塀の基礎を固め

た後、両側に雨落溝を掘る。これに類似した工程は、SA13920で も確認されており、柱穴の特徴

を合わせて考えれば、兵部の内部の掘立柱塀すべてに共通すると考えられる。

また、基底部の積土の上では、雨落溝の肩に沿って並べた 2列の瓦片列を検出した。柱間寸

法にばらつきがあることも踏まえると、瓦片列を下端の見切りと考えて、SA130201よ 掘立柱を

心にした土塀と考えるのが妥当であろう。この場合、基底部の幅は2尺強 〔0.6～ 0。 7m〕 に復元
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22 遺構各説

できる。

SA13771

東西区画塀 SA13020の 北側を東西に区画する掘立柱南北塀。SA13020の東から10本 目の柱か

ら北へ 2間分を検出し、その先は近鉄電車の線路 と重なるため未検出である。両側には雨落溝

SD13769(東側)と SD13768(西 側)を ともなう。

雨落溝は幅約40cm、 深さ5～ 10cmが残存する素掘の溝で、SA13020の 雨落溝と同様に内側の

肩に瓦片を敷き並べた痕跡を断片的に残す。溝間の心々距離は北端で90cmで あり、この中心に

SA13771の柱筋が通る。西側雨落溝 SD13768が 途中から南西方向にやや斜行するため、溝間の

心々距離は南端では約1。 3mと 広 くなっている。

柱穴は直径30cm程度の柱痕跡として確認し、北から1本 目の柱穴には柱根が残存する。 2本

目の柱穴は柱穴の約半分が調査区外となるため、柱根は未確認である。柱間寸法は南から1間

目が9.5尺 〔2.81m〕 、 2間 目が8。 5～ 9尺 〔2.51～ 2.81m〕 程度と推定される。

SA13771の 上面はSA13020と 比して深 く削平されたとみられ、基礎を固めた積土は残存 しな

い。 しかし断面観察の結果、柱を立てた後、両側に雨落溝を掘ったことが確認できる。加えて、

基底部に瓦片を敷き並べた痕跡を残すことや柱間寸法のばらつきを踏まえれば、SA137711よ SA

13020と 同じ工程 。工法による一連の区画塀と考えられる。

SB12980

西第二堂にあたる南北棟の礎石建物。基壇上には茶灰褐色の基壇土が約10cm残存 し、礎石据

付掘形や抜取穴など礎石の痕跡を良く残す。建物規模は桁行 5間の総長70尺 〔20。 7m〕 、梁行 2

間の総長20尺 〔5。 91m〕 であり、桁行が14尺等間、梁行が10尺等間の建物に推定できる。基壇の

築成は掘込地業を行なわず、整地土の上に直接基壇土を積む①礎石はす

べて抜 き取られて据付掘形の傍らに掘られた土坑に落とし込まれるが、

据付掘形に根石を残すため、その原位置を知ることができる。椀石据付

掘形は一辺 1～ 1.2mの方形で深さ約30cmが残存する。礎石は花歯岩質

の自然石で、完形のもので直径が80cm程度、高さが60cm程度あるが、多

くは投棄の際に割られている。

東西の基壇縁には縁石の抜取痕跡 SX13858(東側)と SX13859(西側)

があ り、直径40cIIl程 度の玉石を並べた様相を示す。一方、南北の基壇縁

可

―

―
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は東西に比して遺構の残 りが悪いものの、同じく縁石の抜取痕跡 SX13992(南 側)と SX13993

(北側)が残存する。これに加えて根石の標高および礎石の大きさを考慮すれば、基壇は四周に

人頭大の玉石を並べた、高さが40cm程度の低いものに想定される。基壇の出は、四周とも柱心

から5尺 〔1.48m〕 である。

雨 落 溝  東西の基壇縁の外側にはそれぞれ、東側雨落溝 SD12995と 西側雨落溝 SD13870が連なる。こ

のうち SD12995は 兵部省西半を南北に貫流する排水路である。また SD13870は、南流して南面

築地塀 SA12400の 北側雨落溝 SD13860に 接続することから、SD12995と 同様に周辺の排水路を

兼ねていたと考えられる。これらは共に幅約40cmの溝で、残存深さは SD12995が約10cmである

のに姑し、SD13870が15～ 17cmと 若干深い。溝の内側は基壇縁を直接護岸とする。外側はSD

12995で は30cm大の自然石を並べて護岸とするが、SD13870で はこれに類する痕跡は確認でき

ず、素掘であったと思われる。一方、南北の雨落溝は、基壇縁と同様に遺構の残 りが悪く、南

側雨落溝しか確認されていない。ただし、南側雨落溝 SD13857が 幅約40cm、 深さ約 5 cmの広 く

浅い溝であることを考えると、北側雨落溝は削平で失われた可能性が高い。このような遺構の

検出状況の差異は、基壇縁のおさま

りの違いに由来するものと考えられ

る。すなわち、東西の基壇縁はやや

深めの雨落溝をともなう玉石二段積、

南北の基壇縁は浅い雨落溝をともな

う玉石一段積が想定される。

SX13850

兵部省西半の南北排水路 SD12995

と若干西にずれて接続 し、南面築地

SA12400を横断する暗渠。下層南北

溝 SD13900と 重複 し、旧来の流路を

そのまま利用 したものと考えられる。

暗渠を設けた溝は第二次整地土上か

ら掘 り込んでいて、溝の深さは約35

cmである。その最下層に幅約25cm、

深さ約20cmの 木樋の据付痕跡があ り、

一部に木片が残存する。木樋の上は

拳大の石を含む灰褐色上で埋められ、

その上を築地の基底部である責褐色

土が覆っている。暗渠の南端は南北

溝 SD138451こ 接続 し、さらに南流 し

て南面大垣の北側雨落溝に注 ぐと考

えられる。

X145,979

0                          3m

図32 SX13850 1:60
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ている。

SA13920

SB12980の 西北隅柱と西面築地塀 SA13030を結ぶ掘立柱東西塀。柱間は 4間で、西から2番

目の柱穴は柱根を残す。柱根は直径約32clllで、約90cmが残存する。柱間寸法は、西から9尺

〔2.66m〕 、10尺 〔2.96m〕 、 9尺 〔2.96m〕 、10尺 〔2.66m〕 である。いずれの柱穴にも抜取穴は

確認できず、掘形も第一次整地土上面にあるため、第二次整地土上からは確認できない。掘形

の深さは第一次整地土上面から約50clllで ある。

断ち割り調査の結果、SA13920は 以下のような工程をとったことが判明した。はじめに第一

次整地土上に掘形を掘って柱を立て、周囲に根固めの土盛りをした後、第二次整地をおこなう。

兵部省の掘立柱区画塀は基本的にこれと同じ工程をとるものと考えられる。また、この工程は

一連の造営工事にともなうものと考えられ、第一次整地土上で兵部省全体の地割を確定し、造

営工事に着手した様子が窺える。

・ 検出位置
。推定位置

図35 SSl

区 画 塀 の

工   程

|

Y-18,4255

|
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|

_皇透軋
二    十   二

＞〆
一　
　
Ａ

．

生   1    上 二    十   二
H-645                       H-645

0                         3m
i

SA13920(西 第 2柱・西第 3柱 。西第 4柱) 1:60

SB12990

西第一堂にあたる南北棟の礎石建物。基壇上は SB12980と 比 して遺構

の残 りが悪 く、基壇土は完全に削平されてお り、礎石据付掘形は残存せ

ず根石をわずかに残すのみである。基壇下に掘込地業はみられない。礎  4

石は花尚岩質の自然石で、基壇周辺に無作為に掘られた土坑に落とし込

まれている。多くは投棄の際に割られているが完形のものもあり、その

大きさは直径約80cmで、SB12980の礎石とほぼ等しい。
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22 遺構各説

建物規模は桁行3間、梁行2間だが、柱間寸法については根石の位置からは判然としない。

しかし雨落溝や基壇側石の抜取痕跡から、基壇規模を南北50尺 〔14.79m〕 、東西30尺 〔8.87m〕

に復元でき、SB12980の 基壇と東西幅を揃えることがわかる。さらに柱筋をSB12980と 揃えて、

基壇の出を5尺 〔1.48m〕 に考えれば、柱間寸法は桁行を総長40尺 〔11.83m〕 、梁行を総長20尺

〔5.91m〕 に推定できる。この場合、桁行の柱間寸法は40尺 を3等分した約13。 3尺 〔3.94m〕 等

間であり、梁行柱間寸法は10尺等間である。

基壇縁は四周に直線的な縁石の抜取痕跡があり、南側の抜取痕跡SX13080の一部には凝灰岩 切石積基壇

の切石が残存する。これに加えて根石の標高と礎石の大きさを考慮すれば、高さ60cm程 度の凝

灰岩切石積の基壇に復元できる。

縁石の抜取痕跡の外側には、北側を除いた三周に雨落溝が連なる。このうち東側雨落溝は兵  雨 落 溝

部省西半を南北に貫流するつ卜水路SD12995である。これらは幅40～ 50cmと やや広めの溝で、残

存深さは南狽I雨落溝 SD13001と 西側雨落溝SD13002が約 5～ 10cm、 SD12995が約20cmと 若干深

い。SD13002の北半は削平により失われており、北側雨落溝も同様に削平された可能性が高い。

| | |   |

偽ず

Y-18,414

|

X-145,942

m六

図37 SB12990西南部分 1:80

SA13032

SB12990の 西南隅柱 と西面築地塀 SA13030を 結ぶ掘立柱東西塀。柱間 4間で、SB12980に 取 り

付 くSA13920と 同様の区画塀が想定される。西 1間分に相当する位置で直径約50cmの小穴 2基

を検出したに止まるが、兵部省の掘立柱塀の工程を考慮すれば、これを掘立柱塀の柱穴とみて

大過はないだろう。これ以東の柱穴は未検出だが、柱穴が想定される周辺には瓦片が帯状に散

乱しており、調査時の所見ではこれを瓦敷の舗装面と判断している。これについても兵部省の

掘立柱塀の特徴と照らし合わせれば、瓦片を基底部の残欠とみることができ、これと重複して

柱穴がある可能性も十分に考えられる。

ヽ

j′
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SA12986

SB12990の 東南隅柱に取 り付 く掘立柱塀。東南隅柱から東へ 2間、北へ 2間 の L字形で、SB

13750に 取 り付 くSA13756と 同様の目隠塀に想定される。平行 して敷 き並べた 2列 の瓦片列が、

SB12990の 南側柱筋に沿って SD12995東岸から東へ 3m程延び、矩の手に折れてさらに北へ 1

m程続 く。その先は削平により失われているが、 2列 の瓦片列の中軸上、矩の手に折れる点か

ら北へ8.5尺 〔2.51m〕 のところに柱根を残す柱穴がある。東南隅柱から瓦片が矩の手に折れる

点までの距離は17尺 〔5,03m〕 である。

従来の所見では2列の瓦片列を溝の護岸と解釈しているが、遺構を再検討すると瓦片列が外

側に面を揃える様子や瓦片の上面に積土が残存する様子が確認できることから、これを塀下端

の見切りと解釈することができる。未検出の柱穴についても、兵部省の掘立柱塀の工程を考慮

すれば、瓦片列の下に遺存する可能性は十分にあろう。以上のことを踏まえれば、SA129861よ

基底部が 2尺 〔0.59m〕 程度の掘立柱を心とした土塀に復元できる。土塀の規模は、SB12980の

東南隅柱から東へ17尺 〔5.03m〕 、北へ17尺 〔5。 03m〕 となる。

0                         3m

図38 SA12986 1:60

SB13740

東第二堂にあたる南北棟の礎石建物。基壇の築成にともなう掘込地業はみられず、整地土上

に直接基壇土を積む。基壇土は茶灰褐色の砂質上で、10cm程 の厚さで残存する。検出した遺構

は、西第二堂 SB12980と 類似した残存状況を示しており、基壇土上に

礎石据付掘形や抜取穴が、基壇の周囲には側石の抜取痕跡をともなっ

た雨落溝が残存する。これらから建物規模はSB12980と 同規模に推定

され、桁行 5間の14尺 〔4.14m〕 等間、梁行 2間の10尺 〔2.96m〕 等間、

基壇の出が四周とも柱心から5尺 〔1.48m〕 となる。礎石はすべて抜

き取られて遺存しない。礎石据付掘形は一辺1.3m程 の方形で、深さ20

～40cmが残存 し、一部に根石を留める。また、北側中央の柱穴および

西北隅、西側柱の北から3個 目の礎石据付掘形に多量の瓦片を投入し

ている。
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北側を除く基壇縁には縁石の抜取痕跡 SX13741(東 側)、 SX13743(南 側)、 SX13751(西側)が

残存する。なお、北側の基壇縁は土層観察用の畦と重複するため未検出である。このうちSX

13741と SX13743は直径30～ 50clll程 度の小穴が一列に連なり、玉石を並べた様相を示す。一方

SX13751は 幅60cm程度の不整形な溝で、上述のような玉石を並べた痕跡をのこさない。これを

基壇外装の違いによるものとみることも可能だが、積極的に裏付ける根拠はない。したがって、

ここではこれを抜き取 り方の違いによるものと判断して、玉石積の基壇と考えたい。また、西

第二堂 SB12980と 同等の諸条件であることから、基壇高は40cm程度に推定できる。

基壇縁の外側には雨落溝が連なり四周をめぐる。溝の幅はいずれも30cm程 度で残存深さは 3

～ 5 cmと 浅い。これらの残存状況はあまり良いとはいえないが、対称の位置にある SB12980の

雨落溝と類似した特徴を示すことから、基本的にこれと同様に復元できる。すなわち、SB13740

の雨落溝は基本的に基壇縁を直接護岸とした素掘の溝で、西側雨落溝 SD13755の み両肩を玉石

組とする。SD13755は兵部省東半を南北に貫流する排水路を兼ねてお り、東側雨落溝 SD13742

も周辺の排水路を兼ねるため、南流 して南面築地の北側雨落溝 SD13855と 接続する。また、基

壇縁は南北がやや深めの溝をともなった玉石二段積、東西が浅い溝をともなった玉石一段積に

想定される。

SX12480

兵部省東半の南北排水路 SD13755と やや東にずれて接続 し、南面築地 SA12400を 横断する暗

渠。暗渠を設ける溝は第二次整地土上から掘 り込まれる。溝の深さは約35cmで 、溝の底には幅

約20cm、 厚さ約 3 cmの木樋の底板が約2,3mに わたって残存する。底板の周辺は幅約30cm、 深さ

約15cmの溝状にくばんでおり、本来ここに木樋が据え付けられていたと推定できる。木樋の上

は灰褐色砂質土および黄褐色粘質土で埋められ、その上を築地の基底部である責褐色土が覆っ

＜
⑬

玉石積基壇

雨 落 溝

5,
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ている。暗渠の南端は南北溝 SD124601こ接続し、

さらに南流して南面大垣の北側雨落溝 SD1813

に注 ぐ。

SS13752

SB13740の 基壇上にある直径40～ 50cmの 小穴

群。西第二堂 SB12980の基壇上にある小穴群SS

13901と 同様の性格を示 し、建設時の足場穴に

推定できる。

SA13737

SB13740の 東北隅柱 と東面築地 SA13720を 結

ぶ掘立柱東西塀。柱間は 4間、西端の柱はSB

13740の西北隅柱が兼ねる。このうち東端をの

ぞくすべての柱穴で、断ち割 り調査により柱根

を確認した。柱根は直径25～ 30cmで 、65～90cm

の長さが残存する。柱間寸法は9。 5尺 〔2.81m〕

等間である。

基底部は掘形に柱を立てた後にその上から築

成し、上面に瓦片を 2列 に敷き並べる。瓦片は

外側の面を揃えており、その外法は約80cmを測

る。こうした工法は兵部省の掘立柱塀に共通し

てみられ、その特徴から掘立柱を心とした土塀

に復元できる。

V-18,966

1   1
V-18,364

1   1   1

|   |
図40 SX12480 1:60

Y-18、 360           V~18.358

1   1   1   1
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また西から2間 日の基底部には、玉石や凝灰岩切石、瓦片をやや乱雑に敷き並べて舗装をし、

さらに柱の内側には扉回の方立の痕跡を残すので、この部分に門が設けられていたことは疑い

ない。このうち西側の方立の痕跡には約30cm× 15cmの角材が15cm程残存する。また柱穴の約70

cm南側には30cm大の浅い小穴があり、控柱の礎石の痕跡と考えられる。以上のことから、SB

13740の西から2間 目には、控柱を持つ棟門が開いていたと推定できる。
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22 遺構各説

SA13749

東第二堂 SB13740の西側柱心から西へ約4.Omの位置にある、柱間 4間の南北掘立柱塀。柱掘

形は一辺80cm～ lmの方形で、北から2つ の柱掘形には抜取痕跡を残す。柱間寸法はやや出入

りがあるが、10尺 〔2.96m〕 等間と考えられる。柱筋が第二堂と無関係であり、また他の建物に

同様の塀がみられないことから考えて、臨時の施設である可能性が高い。北から2番 目の柱抜

取痕跡から軒丸瓦6225C(Ⅲ )が出土した。

SB13750

東第一堂にあたる南北棟の礎石建物。削平により基壇土は残存 しな

いが、基壇の四周に幅約 30cm、 深さ約10cmの溝が巡 り、基壇の上に礎

石据付掘形や抜取穴が残存する。礎石据付掘形は一辺1.2～ 1.5mの方

形で残存深さは5～ 10cmと 浅いが、わずかながらも根石を残すものが

多い。西第一堂にみられるような礎石の投棄土坑はみられない。

建物規模は礎石の痕跡から桁行3間、梁行2間 に復元できるが、想

定できる礎石の位置に幅があるため柱間寸法は決定し得ない。ただし基壇の四周を巡る溝を基

壇縁石の抜取痕跡と考えれば基壇規模を西第一堂 SB12990と 同規模に復元できるので、柱間寸

法もSB12990と 同一に考えて矛盾はない。すなわち、桁行が総長40尺 の約13,3尺 〔3.94m〕 等間、

梁行が総長20尺の10尺等間、基壇の出が 5尺 〔1.48m〕 である。

また基壇は、基壇縁石の抜取痕跡に推定できる基壇四周の溝が直線的な形状を示すことから、 切石積基壇

SB12990と 同じく凝灰岩切石積に復元できる。基壇の西側には凝灰岩片を多量に投棄した土坑

SK13753が あり、周辺の建物に凝灰岩を用いていたことを裏付けている。

SB13750では雨落溝は検出していないが、同じくSB12990と 対照すれば、浅く幅の広い雨落溝

が四周に巡っていたと考えられる。

SA13738

SB13750の 東南隅柱 と東面築地 SA13720を結ぶ掘立柱東西塀。東第二堂に取 り付 く東西掘立

柱塀 SA13737と 東門 SB13730の 中軸を挟んで汁称の位置にある。柱間は 4間、西端の柱はSB

13750の 東南隅柱が兼ねる。西から2本 目および 3本 目の柱は抜き取られ、西から1本 目の柱穴

および東端の柱は柱根を残す。このうち東端の柱穴では断ち割 り調査で柱根を確認した。柱根

は直径約25cmで 、80cm程の長さが残存する。柱根の間の距離、すなわち東 3間分の柱間は約8。 3

mであり、各柱間を SA13737と 同じ9.5尺 〔2.81m〕 等間に推定できる。

Y-18、 362                Y― ,0,360

1   1   1
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図42 SA13738(東第 1柱・東第 2柱 )1:60
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基底部の残存状況は、柱の抜取穴や削平によりSA13737と 比して良くないが、断片的に瓦片

を敷き並べた痕跡を確認できる。また西から2間 日の基底部は40～ 50cm大の石で舗装している。

このことからSA137381よ SA13737と 同様に、西から2間 目を扉日とした土塀に復元できる。

SA13738の両側には幅約30cm、 深さ約 5 cmの素掘の細い溝が残存する。溝間の距離は心々で

約1.3mあ り、この中心に SA13738の 柱筋が通る。これらを雨落溝とみることも可能だが、建物

に取 り付 く他の区画塀で同様の溝を検出していないことや溝の規模、塀の規模から考えて、こ

こでは施工段階で用いた溝力講U平 により露出したと解釈したい。

SA13756

SB13750の 西南隅柱に取 り付 く掘立柱塀。SA12986と 対称の位置にあり、西南隅柱から西ヘ

2間、北へ 2間の目隠塀と考えられる。西南隅柱から西へ 1本 目の柱穴のみ柱痕跡を残す。他

の 3基の柱穴は、直径1.6m程 もある大きな土坑 SK13757に掘 り込まれるため、遺構の大部分は

残存しない。しかし、基底部に敷き並べた瓦片ア1や柱筋の両側に掘られた溝がわずかながらも

残存することから、塀の規模や構造を推定できる。SA13756は 他の区画塀と同様の掘立柱を心

|   |   |   |   |   |
―



2-2 遺構各説

とした土塀であり、その規模はSB13750の 西南隅柱から西へ17尺 〔5,03m〕 、北へ17尺 〔5。 03

m〕 である。なお、柱筋両側の溝は、SA13738に みられる溝と類似することから、施工段階に用

いた溝と解釈する。

SB13700

兵部省の正殿に比定される礎石建物。遺構の残存状況は

悪 く、基壇外装の痕跡 と考えられる溝を北面 と南面の一部

で検出したに止まる。北側の溝 SD137751ま 幅約40～ 70cmで 、

深さ10～15cm程度が残存する。西端は調査区外へ延びるが、

東端は削平によりY-18,390付 近で途切れている。溝内に

可

怯

Ｆ

ユ

は瓦片や凝灰岩片を含み、溝周辺の土も凝灰岩片を多 く含んでいることが確認できる。南側の

溝 SD13765は幅約40cmで 、深さ約10cmが残存する。溝内にはSD13775と 同じく凝灰岩片を含み、

溝の上面を南側から続 く礫敷面 SH13760が薄く覆っている。溝の西端は調査区外へ延び、東端

は上面を礫敷面で覆われるため判然としない。また SD137651ま、西第一堂 SB12990お よび東第

一堂 SB13750の 南面基壇縁石抜取痕跡の延長線上に位置し、関連性を指摘できる。

このような規模や特徴から、これらの溝は基壇外装の抜取痕跡に比定し得る。SD13775周辺

に凝灰岩片が含まれるのは基壇外装据付時の作業によるものに推察できよう。両溝間の心々距

離は約13.8mで あるが、正殿に相応しく疑灰岩の壇上積基壇を想定すれば、南北両溝を廷石の

抜取痕跡と考えて、基壇の南北規模がこれより若千短い46尺 〔13.6m〕 に復元できる。基壇の東

西規模を知 り得る遺構は残存しないが、礫敷面 SH13760が基壇外周に沿って広がると考えれば、

基壇の東面が Y-18,384.0～ 18,384.5付 近に想定される。四至を限る築地塀から推定できる兵

部省の中軸線は Y-18,394.5～ 18,394.8近 辺であり、中軸線上に配置することを前提とすれば、

東西の基壇規模は69～72尺 〔20.4～ 21.3m〕 程度に想定される。また、基壇高については遺構の

残存状況が悪 く不明だが、周囲の建物に残る礎石の据付掘形や根石がまったく残存 しないこと

から、兵部省で最も高い基壇を有していたと考えられる。ただし基壇に取 り付 く階段の痕跡を

検出していないことを合わせて考えれば、あまり高い基壇は想定しにくく、70～ 80cm程度と考

えるのが妥当であろう。この他にSH13760の検出状況から、基壇の周囲に雨落溝をともなわな

いことが想定される。

以上のように、SB13700の 基壇は雨落溝をともなわない、高さ80cm程度の凝灰岩壇正積に復

元できる。加えて、高い基壇を有するにも関わらず、少なくとも正背面に階段を想定し得ない

ことから、SB13700は 日常の用に供しない極めて象徴性の高い施設と考えられ、正殿の性格の

一端を示すと思われる。

遺構上、建物規模を確定しうる証左は得ていない。ただし基壇の南縁が東西の第一堂と揃う

ことから、同様に基壇の出を 5尺 〔1.48m〕 に想定すれば、桁行の総長を60尺 〔17.74m〕 程度、

梁行の総長を36尺 〔10.65m〕 に復元できる。柱間寸法については幾つかの可能性が考えられ、

詳しくは「第 4章 -5 建築遺構の復元」で述べる。

SH13760

兵部省の南北中軸線上付近を中心に、正殿 SB13700の 南辺から東辺にかけて広がる礫敷面。

礫は直径10cmに 満たない小礫が多い。礫上面の標高はH=64.2～ 64.3mで ほぼ一定してお り、

基壇の規模

建物の規模

57



SD 13765と

の層位関係

第2章 遺 跡

内庭部分の舗装面と考えられる。礫敷面が途切れる南辺は、遺構検出面の標高が礫上面より5

～10cm低 くなっていることから、礫が削平により失われた可能性が高い。一方、北辺の遺構検

出面は礫上面とほぼ同じ標高であり、そもそも礫が敷かれていなかったとみられ、この部分に

正殿 SB13700基壇が存在したことを示している。

SB13700の 南側基壇外装抜取痕跡に比定される SD13765が SH13760に薄く覆われていること

から、SH13760は兵部省廃絶後の礫敷面にも想定しうる。ただし、前述 した礫敷面北辺の検出

状況や周辺で遺構の上面を覆う礫敷面を検出していないことを加えて判断すれば、SB13700廃

絶時に内庭部の礫敷面が撹乱されて広がったと解釈したい。

SX13734・ SX13739。 SX13783

以上のように兵部省の内庭部は礫敷で舗装していたと考えられるが、東西区画塀 SA13020の

北側には瓦敷面 SX13783が あり、少なくとも北側の区画内は瓦片で舗装していたと考えられる。

さらに内庭部から東門へ至る通路の北肩には見切 りの瓦敷列 と考えられる SX13739や瓦敷面

SX13734が あり、南側の区画のうち礫敷ではない部分は、北側の区画と同様に瓦片で舗装して

いた可能性を示す。

したがって兵部省の内部は、南門から正殿に至る中軸上および東西門をつなぐ軸上の T宇形

の範囲を礫敷で舗装し、それ以外の部分を瓦片で舗装していたと想定される。

SB13000

西北殿にあたる東西棟の礎石建物。基壇上には基壇土が約 5

cmの厚さで残存し、据付掘形や抜取穴等、礎石の痕跡を良く残

す。建物規模は桁行3間 の総長33尺 〔9,76m〕 、梁行 2間の総長

18尺 〔5。 32m〕 であり、桁行が11尺等間、梁行が 9尺等間の建物

に推定できる。基壇の築成は、他の建物と同様、掘込地業を行

なわず、整地土の上に直接基壇土を積む。礎石据付掘形は直径 lm程度の不整形な形状で、残

存深さは10cm程 度である。このうち東南隅柱と東狽I柱中央の 2箇所で礎石が原位置に遺存する。

残る8箇所の据付掘形のうち、 4箇所では礎石が据付掘形付近に掘られた土坑に落とし込まれ

ているが、他では礎石が既に失われている。礎石は花尚岩質の自然石で、直径60～80cm程 度で

ある。
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乱石積基壇

雨 落 溝

雨 落 溝

乱石積基壇

第2章 遺 跡

東側を除 く基壇縁には溝が巡 り、雨落溝および縁石の抜取痕跡に比定 される。東側は市道

(みやと通り)と 重なるため未検出である。溝幅は60～80cmで 、直線的な形状を示す外側の肩に

比 して内側の肩がやや不整形に出入 りする。内側の肩には縁石の抜取痕跡 とみられる小穴が一

部に残存することから、これらの溝は基壇縁を直接護岸 とした雨落溝に推定できる。また溝内

に直径25～30側の自然石が遺存 してお り、これを基壇縁に用いていた可能性が高い。これに礎

石の据付高を考慮すれば、基壇縁は自然石を用いた乱石積であ り、基壇高は10側弱 と非常に低

く想定される。基壇の出は柱心から 5尺 〔1,48m〕 である。

雨落溝の外側の肩には護岸の痕跡はみられず、素掘であったと思われる。残存深さは、西側

雨落溝 SD13009と 北側雨落溝 SD13011が 3～ 5 cmと 非常に浅いのに対し、南側雨落溝 SD13008

が10～20cmと 深い。SD13008は西流して西面築地の東側雨落溝に接続 してお り、周辺の排水路

を兼ねていたと考えられる。また SD13008の南側には瓦片を乱雑に敷き並べた舗装面が残存す

る。このことは奈良時代の地表面が大きく削平されていないことを示すと共に、SB13000が上

述のような非常に低い基壇を有していたことを裏付けている。

SB13780

後殿に比定される東西棟の礎石建物。南側柱の東から5間分と

北側柱の東から5本 目の柱に対応する位置で据付掘形や抜取穴等、

礎石の痕跡を確認した。その他の部分は、近鉄電車の線路あるい

は市道 (みやと通り)と 重なるため未検出である。周辺は古墳時代

の遺物包含層である暗灰色粘質土が露出しており、基壇土はまったく残存 しない。南側柱筋は

布掘状の地業を施した上に礎石据付掘形を設けている。地業は幅約1.4mの東西溝を切って、そ

の中を灰褐色の粘土で埋めている。残存深さは約10cmで ある。礎石据付掘形は直径90cm～ 1.lm

程度の楕円形で、約15cmの深さが残存する。ただし東南隅の据付掘形は若千小さく、一辺約90

cmの方形を呈する。礎石はすべて失われているが、根石を残す据付掘形が多い。これにより南

側柱筋は、西隣に位置するSB13000の 南側柱筋とほぼ揃うことが確認できる。さらに建物を官

衛の中軸線上に配置すると仮定すれば、建物規模は桁行が 6間 の総長60尺、梁行 2間の総長20

尺に推定できる。柱間寸法は、桁行の中央 4間が11尺等間、両腸が 8尺、梁行10尺等間である。

SB13780の 南側と東側にはそれぞれ溝があり、雨落溝に比定される。南側雨落溝が東側雨落

溝とT字に接続して南流し、東西区画塀 SA13020の 北側雨落溝 SD130061こ至る。南側雨落溝SD

13781は 幅約70cm、 東側雨落溝 SD13782と 接続する東端部約1.5mでは幅約30cmと 細 くなる。東

に行 くほど残存状況が良く、両肩の一部に縁石やその痕跡、底石を残す。縁石には幅約10cm、

長さ約30cmの 自然石を用いる。溝の深さは東端部の石組の残存するところで約10cmと 浅い。東

側雨落溝 SD13782は幅約30cmで 、両肩の縁石がほぼすべて残存する。縁石には SD13731の東端

部と同様の自然石を用いており、規模もほぼ同じである。

基壇は西北殿 SB13000と 同じ自然石を用いた乱石積である。基壇の規模については、南側雨

落溝SD13781の幅の広い部分を基壇縁石の抜取痕跡と考えれば、基壇の出が 5尺 〔1.48m〕 に推

定できる。この場合,桁行中央 4間 にのみ基壇を設けていたと想定され、建物は桁行 4間 。梁

行 2間 の身舎の東西に土廂が付 く形式に復元できる。基壇高は、西北殿と同様の礎石の据付を

想定すれば、同じく10～20cm程 度の低い基壇に復元できる。

ω
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雨 落 溝

SB 14100・

SB 14105と

朝集殿院の

関   係

第2章 遺 跡

兵部省外周部の遺構

S団引00・ S団 引05

兵部省と朝集殿院の間、第二次整地土上で検出した東西棟の掘立

筋g咎1燃監沌殿Z経範写吾猪↓を:兵皇憂馨鯖 軽
8

面築地心から北へ28尺 〔8.28m〕 に位置し、東西の棟の間隔は40尺    ヨ

〔11.83m〕 である。北側柱が東西溝SD14141・ SD14142や SK14144、

棟通 りが SB14110の 南側柱と重複 し、切 りあいからこの中で最も古いことがわかる。

建物の規模は桁行 5間の総長約13.5m、 梁行 2間の総長約5。 4mで、柱間寸法は桁行・梁行共

に 9尺 〔2.66m〕 等間である。柱穴は深さ60～ 80cmが残存し、一辺60～70cmの 方形であるが、柱

はすべて抜き取られている。このうち SB14105の柱抜取跡の埋土には焼上が含まれており、SB

14105が焼失した可能性を示す。柱抜取跡には瓦片や土器片を多 く含んでお り、年代を示すもの

では SB14105か ら軒丸瓦6275A(I-1)、 6313C(Ⅱ -1)、 軒平瓦6721C(Ⅱ -2)が 出土した。

SB14100。 SB14105の 四周には、断片的ではあるが柱筋から3尺 〔0。 9m〕 の位置に溝が巡 り、

雨落溝と考えられる。このうち東西に位置する溝は南流しており、兵部省の北面築地の北側雨

落溝SD14085に 合流するようである。このうちSB14100の 周囲の溝を、東、南、北、西の順にSD

14136～ SD14139と し、SB14105の周囲の溝を、同じ順にSD14159～ SD14161と する。柱穴と同じ

く埋土中に瓦片を多 く含み、年代 を示す ものではSB14105の 東側雨落溝 SD14159か ら軒平瓦

6663C(Ⅱ -2)、 SB14100の南側雨落溝 SD14137か ら奈良時代前半の上師器や須恵器が出土 した。

SB14100。 SB14105の建設時期は第二次整地上上にあることや位置関係から兵部省の造営後

であることは疑いなく、出土遺物も踏まえれば造営にともなう可能性が高い。またSB14105の

柱穴に加えて、SB14100。 SB14105の北側柱をきる東西溝SD14141'SD14142や 周辺の包含層か

ら桧度葺の棟瓦と考えられる小型の軒九瓦6313Cが まとまって出土してお り、兵部省の造営時

にこの周辺に桧皮葺の建物が存在 した可能性を示す。SB14100。 SB14105については、柱穴や雨

落溝から6663Cや6721Cな ど通常の瓦も出土していることから瓦葺の可能性 も否定できないが、

こうした遺物の出土状況を鑑みれば、兵部省の造営以降この地区では、屋根の葺替も含め、頻
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22 遺構各説

繁に建物の造替が行われていたとみることもできる。いずれにせよ6313Cの 出土は、兵部省が

掘立柱・桧皮葺の建造物群 と考えられている前期の朝集殿院と併存 した可能性 を示す ものとし

て興味深い。

S団 引10

兵部省と朝集殿院の間、第二次整

地土上で検出した東西棟の掘立柱建

物。南側柱心が兵部省の北面築地心

か ら北へ38尺 〔11.24m〕 に位置 し、

東側柱心が兵部省の東面築地心と揃

っ。掘立柱建物 SB14100'SB14105

と重複し、柱穴の切 りあいからこれよ

に建て替えられたと想定される。

:|::t::I::|::i:
工
生

り新しセヽことがわかり、SB14100・ SB14105か らSB14110

建物の規模は桁行16間の総長約48m、 梁行 2間の総長約 2mの長大な建物で、桁行の中央を

3聞 ごと、東西両端を 2間に間仕切 りで区切る。柱間寸法は桁行・梁行共に10尺 〔2.96m〕 等間

で、軸が北東に 1° 程振れている。柱穴は一辺40～ 50cmの方形で、深さ約40cmが残存 し、直径10

～15cmの柱痕跡を残すものが多い。柱穴の埋土中には瓦片や土器片を多 く含んでおり、年代を

示すものでは、軒瓦6313C(■ -1)、 6271C(Ⅱ -1)、 6225A(Ⅱ -2)、 6132A(Ⅲ -1)、 6282Ba(Ⅲ ―

1)が出土した。

このように SB14100。 SB14105に 比較的早い時期の遺物が集中することや SB14105の柱抜取  SB14110ヘ

跡に焼上が含まれることから、SB14105の焼失にともなってSB14100。 SB14105を取 り壊 し、SB 
の建て替え

14110へ建て替えたと想定される。

SA14090

SB14110の 南側柱心から南へ20尺 〔5,91m〕 の位置にある東西掘立柱塀。SB14110と 同様に軸

は東北に 1° 程度振れている。SB14110と 柱筋を揃え、柱穴は同様の特徴を示す。SB14110の 東

から3列 目の柱筋を東端に西へ 6間分を検出し、その先は調査区外へ延びる。SB141101こ とも

なう目隠塀か。
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第 2章 遺 跡

SF14360A

宮内道路 SFl軽 50か ら東門SB13730

へ通じる道路。遺構の配置から2時期

が想定さ瓶 SB13730と の関係から、

前半 lA期)が H-1期、後半 lB期)

がⅡ-2期 |こ相当すると考えられる。

SF14360Aは SD14364(南側)と SD

143639ヒ側)を面側澪とする。澪幅は

共に30～ 40cm、 深さ5～19cmが残存す

る。溝間の臣離は心々でls.5尺 C3.99 x_

m〕―で、位置をSB13730Aの柱筋とほぼ

揃える。溝の西端はA期の東門の東側

雨落灘に接続するが、東端は測平によ

り途中で失われている。また、SB

13730Bの東側雨1落溝に両側溝を切ら

れることから、東円と共にB期に改修

を受け、拡幅されたことがわかる。
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宮内道路SF14350か ら式部省へ通じる道路。壬生門と朝集殿院嵩門を結ぶ中軸線を挟んで.SF

14360と対称|の位置にあり、これと同様の2時期が想定される。SF14370Aは SD14374(南ω

とSD14373 9ヒ側)を西側溝とするが(削平や後世の遺構との重複により遺構の残存状況は悪い。

共に幅約20clll、 深.さ約 5 clllの浅い溝をわずかに残すのみだがヽ東端はちょうどSF14350の東側

溝と接続する付近で途切れており、本来これに接続していたと推1定できる。

SX14444

SF14870の 1中軸線上に並ぶ凝灰岩の石列。一辺約50cmの■方形の切石を10尺 〔,.96車〕の間隔

で4個並べ、その間にや
―
や小ぶりで不整形な切石を4分割する位置に置く。1合計9個の石が残

存し、一部の石は既に失われている。仮設建物 SB14390の南側准と重複しており、これ―より新
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22 遺構各説

しいことがわかる。石列は、SF14350の 中軸線から約16m東方から始まり、式部省西門の西側雨

落溝まで続 くことが確認できる。

SF14370の 中央に設けられた舗装施設の一部とも考えられるが詳細は不明である。ただしSX

14444の 南西約 5mに位置する土坑SX14443に は多数の凝灰岩の切石片が投棄されてお り、これ

が SF14370の 舗装に使用されていた可能性は十分にある。兵部省側の道路 SF14360に 1ま これと

対応するものはみられない。

SA13120

兵部省の北西、朝集殿院の南面築地の延長上に想定される東西築地塀。築地の基壇土、築成

上、崩壊土等はまったく残存 しないが、並行する 2条の東西溝 SD13118と SD13121の埋土中や

この南辺から瓦片が多 く出土することから、この間に瓦葺の区画塀の存在が想定される。

2条の溝のうち、北側の溝 SD13121は幅約1.2m、 深さ約30cmが残存する。これに対して南側

の溝 SD13118は残 りの良いところで幅約20cm、 深さ約 5 cmしか残存せず、検出状況も断片的で

ある。SD13121の方位はやや北西にふれていて、朝集殿院南面区画塀の想定心から北へ 6～ 8

尺 〔1.77～ 2.37m〕 のところに位置 し、SD131181ま 南へ10.5尺 〔3.lm〕 のところに位置する。

この間に築地塀を想定した場合、SD13118。 SD13121の残存状況の違いから、築地塀南側の地

表面が北側より10～20cm程 度高く想定される。また SA13120と 併存を推定できる遺構は、築地

塀周辺にはみられない。

瓦片のうち年代を示すものでは、南辺の包含層から軒九瓦6284B(I)、 軒平瓦6664A(I―

1)、 6663C(Ⅱ -2)、 6721C(Ⅱ -2)、 6282G(Ⅲ -1)、 SD13121の埋土中から軒丸瓦6561A(I-1)が

出土した。

2-2-2-2-2 Ⅱ-2期 の遺構

四至を限る築地塀を中心に兵部省を改修する時期。築地塀の内側に基壇を拡張して廊を付設

し、東門を入脚門に改築する。また、同時に壬生門から朝集殿院南門に至る官内道路および兵

部省・式部省へ通じる道路を拡幅する。従来、この廊は片廂廊とされてきたが、遺構からは単

廊と解釈することも可能である。したがって、ここでは廊とのみ記述し、各復元案について「4

-5 建築遺構の復元」で詳しく述べる。

SC13910

南面築地SA12400の 内側に取り付く廊。築地塀の心から北へ11尺 〔3.25m〕 の位置に並ぶ礎石

列と、これにともなう雨落溝を検出した。市道 (み やと通り)で東西に分断されているが、東側

で 3基、西側で 4基の礎石を検出し、このうち西側全部と東側 1箇所の計 4基に礎石が原位置

で遺存する。

礎石は、SA12400の北側に造成した基壇上に設ける。基壇土は灰褐色の砂質土で、整地土上

に直接積み、SA12400の北側雨落溝を覆っている。厚さ5～ 15cmで築地塀北面から北へ約3m

の範囲に広がり、北端には雨落溝SD13865を設ける。礎石は上面が平坦な花尚岩質の自然石で、

一辺50cm程 度の大きさである。一方、礎石据付掘形は直径90cm～ 1.2mの円形で、深さ10cm程度

が残存するが、根石はみられない。礎石列は兵部省の中軸線からそれぞれ52尺 〔15.88m〕 の位

凝灰岩片の

投 棄 土 坑

SX 14443
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図54 Ⅱ-2期 の遺構 1:1500

置、すなわち東西第二堂の手前に両端を置き、11尺 〔3.25m〕 の間隔で整然と並ぶ。礎石上面の

標高はすべて64.2m前 後とほぼ等しい。礎石列の位置関係と柱間寸法から想定すれば、桁行 4

間の廊を、中軸を挟んで紺称に配置していたと思われる。

雨落溝 SD13865は礎石列の心から北へ約1.lmに位置する、幅20～ 30cm、 残存深さ10cm弱 の浅

い溝で、両端をそれぞれ東西第二堂の内庭部側の雨落溝に接続する。両肩は直線状を呈し、護

岸を設けた形跡はみられず、素掘の溝と考えられる。また礎石上面の標高から推定できる基壇

高は10cm弱 と非常に低い。基壇の出は側柱心から3尺 〔2.66m〕 となる。
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2-2 遺構各説

以上のことか らSC13910は Ⅱ-2期の改修にともない、市道下に想定される南門の両脇に、

中軸を挟んで左右姑称に付設 した廊に推定できる。南面築地 SA12400の 北側に基壇土を積んで、

その上に礎石建ちの北側柱 を設け、南側柱は SA12400が 兼ねる。柱間寸法は、梁行が 4間 の11

尺等間、桁行が 1間 の11尺で、両廊間の距離は16尺 〔4.73m〕 に復元できる。

SC13915

西面築地SA13130の 内側に取 り付 く廊。築地塀の心から東へ11尺 〔3。 25m〕 の位置に並ぶ礎石

列と、これにともなう雨落溝を検出した。礎石列および雨落溝は、西門SB13040の 前で途切れ、

南北に二分される。

礎石列は南半で 8基、北半で10基 を検出し、このうち南半で 5基、北半で 3基に礎石が原位

置に遺存する。南北の礎石列間の距離は48尺 〔14.19m〕 で、西門の中軸を挟んで対称の位置に

ある。礎石列はⅡ-1期 と同じ整地土上で検出しており、基壇土は残存しない。ただし築地塀

の西側雨落溝 SD13875が 基壇土と思われる灰褐色砂質土で埋められていることから、礎石列に

ともなって SA13030の 内側に基壇を造成したことが窺える。また礎石列の東側には雨落溝 SD

13010が あり、この西肩が基壇縁を兼ねると考えられる。

Y一 ,0,429

1   1

礎石は40～ 50cm大の上面が平坦な花商岩質の

自然石で、礎石据付掘形は直径約90cmの 円形を

呈する。礎石据付掘形の中には15～ 25cm大 の根
~  

石を置き、北半の礎石列では根石と共に瓦片を

投入する掘形もみられる。礎石列は11尺 〔3.25

m〕 の間隔で整然と並び、礎石上面の標高は南

半でH=64.2m前後、北半で H=64.5m前 後と

北半が若千高い。

礎石列の心から東へ約1。 lmの位置にある雨

落溝 SD130101ま 、幅30～ 60cm、 深さ5～ 15cmの

広 く浅い溝である。西門の東側で約13mに わた

り途切れていて、溝底の標高は南半が H=64。 1

m前後、北半が H三 64。 3m前後でほぼ水平であ

り、大きな高低差はみられない。南半の溝には

両肩に不整形な出入 りがあるが、側石の痕跡は

確認できず、素掘の溝が流水に侵食されたと思

われる。南半の溝は南端で、南面築地の北側雨

落溝 SD13860と L字形に接続して東流 し、暗渠

SX13850を経て外部に出る。北半の溝は東西区

画塀 SA13020の 両側溝に接続する。

以上のことからSC13915は Ⅱ-2期 の改修に

ともない、西面築地 SA13130の 東側に付設した

廊に推定できる。SA13130の 東側に基壇土を積

み、その上に礎石建ちの東側柱を設ける。西偵1
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第2章 遺 跡

柱はSA13130が兼ねる。基壇高は10cm弱 と低く、東側の基壇縁は素掘の雨落溝で見切る。基壇

の出は側柱心から3尺 〔0.89m〕 となる。柱間寸法は、桁行梁行共に11尺 〔3.25m〕 、ただし西

門の東側に廊はなく、西門の中軸からそれぞれ24尺 〔7.lm〕 の位置に隅の柱を置く。南半の桁

行は7間、北半の桁行は9間 に想定される。なお SC13915の 基壇造成にともない埋没したSD

13875の 中から軒丸瓦6721Fb(Ⅲ -1)が出上した。

SC13735

東面築地SA13720の 内側に取 り

付 く廊。SC13915と 中軸を挟んで

対称関係にあり、同様の配置を取

ると想定される。築地塀の心から

西へ11尺 〔3.25m〕 の位置に並ぶ

礎石列と、これにともなう雨落溝

を検出した。礎石列および雨落溝

は、東門SB13730の 前で途切れ、

南北に三分される。

礎石列は南半で 7基、北半で 6

基を検出し、このうち北半の 4基

に礎石が原位置に遺存する。礎石

は50cm大の上面が平坦な花尚岩質

の自然石で、南から3番 目の礎石

上面には柱のあたりとみられる直

径約27cmの 円形の痕跡を残す。礎

石上面の標高はH=64。 2m前後で

ある。南半の礎石据付掘形は直径

90cm～ lm程度の円形で、北から

3基 までは20cm大 の根石が若千な

がら残存する。また、南半の北か

ら 1番 目と2番 目の礎石据付掘形

と、北半の南から5番 目と6番 目

の礎石据付掘形の間には、帯状に

敷いた瓦片列が残存し、柱間に何

らかの閉塞施設を設けていた可能

性を示す。雨落溝 SD13736は、礎

石列の心から約1。 lm西 に位置 し、

東門の西側では約13mに わたり途

切れている。溝の幅は30～ 60cm、

深さは 5～ 15cmの広 く浅い溝で、

南半では溝内に大量の瓦片を含む。

び8
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図58 SC13735と SA13020 1:60
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Y-18,360

|

0                    3m

図59 SB13730B(1) 1:80

北半の両肩が直線状を呈するのに紺し、南半の両肩は出入 りのある不整形な形状を呈するが、

側石の痕跡は確認できない。溝底の標高はH=63.9～ 64.Omの 範囲で、ほぼ水平を示す。

このようにSC137351ま SC13915と 類似 した性格を示しており、SC13915と 中軸を挟んで対称の

廊に復元できる。なお SC13735の基壇造成にともない埋没した SD13726の 中から軒丸瓦6282E

(Ⅱ -2)お よび6282E(■ -2～Ⅲ-1)が出土 した。

SB13730B

人脚門に改築した東門。当初の東門 SB13730Aの位置を踏襲

し、基壇を四方に拡大する。基壇土は残存 しないものの、礎石

据付掘形と基壇縁をともなう雨落溝を良く残す。礎石据付掘形

は一辺約 lmの方形で、深さ10cmが残存する。礎石はすべて失

われているが、一部の掘形に根石を残す。建物規模は桁行 3間

の総長27尺 〔7.98m〕 、梁行 2間の総長14尺 〔4。 14m〕 で、桁行

中央間が13尺、他の柱間がすべて 7尺等間の建物に復元できる。

Ｗ
一“〓

▲

員

劇
∞
卜
∞
一
０
∽

東西の雨落溝のうち、西側雨落溝 SD137311よ 両肩に側石

が多数残存する。溝幅は側石の内法で約40cm、 深さは約10

cmである。西肩は幅20～ 40cm、 高さ15cm程 度の小ぶ りな自

然石を、東門の基壇縁を兼ねる東肩は幅50cm、 高さ20cm程

度のやや大きめの自然石を一列に並べる。東西肩共に側石

の上面をほぼ水平に揃えることから、SD13731は 往時の姿

を良好に留めていると考えられる。この場合、基壇高は10

cm程度、礎石の高さは30cm～ 40cmに 想定される。これに姑

乱石積基壇

Y-18,959

0                   3m

図60 SB13730B(2) 1:80

A   
常昏牲冦看辱赳 Yそ f星 ど憲∴ユkttτ資島善蟹磐濠

造,4i銘8 を兼ねる西肩には不整形な出入 りがあることや、埋土の状

B′    揮
、溝幅などから考えて、西側雨落溝 SD13731と 同様の姿

であったと思われる。 したがって SB13730Bの 基壇規模は

東西規模約6.8mと なり、基壇の出は4.5尺 〔1.33m〕 に復元

できる。基壇の南北規模は基壇の出から逆算すれば、36尺

〔10.65m〕 となる。なお、東側雨落溝 SD13732か ら軒丸瓦

6282G(Ⅲ -1)お よび6133(Ⅳ～V)が、東側の基壇縁石抜取

痕跡から軒平瓦6663C(Ⅱ -2)が出土 した。

|



第2章 遺 跡

SF14360B

拡幅した兵部省へ通じる道路。SD14362(南側)と SD14361(北狽1)を両側溝とする。溝幅は

共に40～ 50cm、 5～ 10cmの深さが残存する。溝間の距離は心々で約1lm、 位置を東門 SB13730B

の南北基壇縁とほぼ揃える。北側溝 SD14361の東端は、SF14350の 西側溝 SD14351を 改修 して

L字形に接続する。南側溝 SD14362の東端はSX144251こ 破壊されているが、SD143511こ接続する

位置まで延びることが確認できる。溝の西端は共に SB13730Bの 東側雨落溝と接続する。

したがってSF14360Bは 、東門の改築にともない門の基壇規模にあわせてSF14360Aを拡幅し、

同時にSF14350と の接続部も大きく改修したものと推定できる。なお、南側溝 SD14362の西端

付近から軒丸瓦6282G(Ⅲ -1)が出土した。

SF14370B

拡幅した式部省へ通じる道路。SD14372(南側)と SD14371(北側)を両側溝とする。溝の幅

は共に30～ 40cm、 深さ 5 cm弱が残存する。残存状況は SF14360Bと 比してやや悪いが、北側溝

SD14371が SF14350の東側溝 SD14352と L字形に接続する様子を確認できる。溝の規模や位置

からみても、SF14360Bと 同様の性格に考えて矛盾はない。

SF14350B

拡幅 した壬生門から朝集殿院南門に至る宮内道路。SF14360B o SF14370B以 南の側溝をSD

9489(東側)と SD9477(西 側)に付け替える。溝の幅は共に約40cm、 深いところで10cm弱残存

する。溝間の距離は心々で約32m、 壬生門の東西規模よリー回り大きい。南端は南面大垣の北

側雨落溝 とL字形に接続し、北端は南面大垣心から北へ25m付近で削平により途切れている。

SF14350の 拡幅とSF14360。 SF14370の 拡幅を同時期に考えれば、遺構の検出状況から北端は

SF14360B・ SF14370Bの 南側溝にT字形に接続していたと想定される。SF14360。 SF14370以北

に拡幅の痕跡は確認できない。

したがってSF14350Bは 、兵部省・式部省の前面道路SF14360。 SF14370の 改修にともなって、

SF14360。 SF14370以南を東西にそれぞれおよそ25.5尺 〔7.54m〕 ずつ拡幅したと推定できる。

2-2-2‐ 3 仮設の遺構

SB14120

兵部省 と朝集殿院の間、第一次整地土上で検出 した掘立柱建物。東北隅部

分の柱穴 4基 を確認 したにとどまり、大部分は調査区外へ延びる。東西方向  A

ζ続唇:ヾ撞長I:1観c選駆芦y菫0猛:ミ握をこF燈ほ頸 誓
|

Y-18、 405

0 3m

79

図61 SB14120 1:80



2-2 遺構各説

て抜 き取 られている。第一次整地土上にあることからI-3期 の建物 と考えられるが、周辺に

I-3期 に属する顕著な建造物は確認できない。

SB14380・ SB14381・ SB14390・ SB14391

壬生門と朝集殿院の間、壬生門心を対称に配される東西棟

の掘立柱建物。古墳時代の包含層上面で検出した。同規模の

重警は農ほと語を::貴ζ驚実更弓猛li盈督rg軍徐亀音g諧   経
は16尺 =13.3大尺 〔4.73m〕 である。このうち西側の 2棟を南からSB14380。 SB14381、 東側の

2棟を南からSB14390。 SB14391と する。

建物の規模は、桁行が総長約23.6m、 梁行が総長約4.7m、 SB14390の 東北隅とSB14391の東半

は調査区外へ延びる。柱間寸法は桁行が 8間の10尺 〔2.96m〕 等間、梁行が 2間の 8尺等間だが、

SB14380の 西妻のみ 3間等間とする。これと対称の位置にあるSB14390の 西妻の柱穴は、SX

14460。 SX14461に破壊されるが、同じく3間等間に推定できることから、この部分に扉日等の

柱関装置が設けられていた可能性も考えられる。柱掘形は直径30cm程 度と比較的小さく、直径

畳  |lx_ぜ
,四 5

H-640

|

一∞ 二X14591パ

1 

南西鵬柱

V-19,299

せ    |  =

1010101010101010

10cm強 の柱痕跡を残すもの

が多い。埋土は暗灰色の砂

質土が主体であり、わずか

ながらも瓦片を含む。建て

替えの痕跡はみられない。

こうした特徴から、儀式の

際に用いた嵯舎等の仮設建

物と考えられる。

東西の棟間を通る中軸は

基本的には壬生門心に揃う

が、正確には西へ35cm程度

Y― ,8,3435           Y-18,3445

1     1
-Θ感ど9-()試お
ど

,干9十

二

‖

六 0                          3m

図62 SB14381 1:60

中 軸 線 の

ず れ と

存 続 時 期

ずれている。こうした傾向は、 I-1期 の仮の壬生門 SB14545で も確認できる。また I-3期

の官内道路 SF14350Aの 両側溝をまたいで建つことや、コー1期の兵部省・式部省の門前を覆

うように建つことなどの位置関係、さらに配置に大尺を用いている様子がみられることを考慮

すれば、存続時期はI-1～ 2期に想定される。ただしこの時期は、壬生門と朝集殿院の間が

整備される以前であり、この場所に中軸線を意識した仮設建物を配置するような儀式を想定す

るには長間が残る。建物の性格を考慮すれば、位置関係からはやや不自然であるが、壬生門と

朝集殿院の間が本格的に整備されるI-3期 まで下る可能性も否定できない。

SA14382・ SA14383

掘立柱建物 SB14380・ SB14381の西側柱 と心を揃える掘立柱塀。このうち SA14382が 2棟の

西側柱同士をつなぎ、SA14383が SB14381の西側柱から北へ延びる。柱穴はSB14380。 SB14381

と共通 しており、これらと一連の塀と考えられる。SA14383が調査区タトヘ延びることから、SB

14380・ SB14381の 北狽]に、さらにもう一棟、同規模の建物が建てられていた可能性がある。

，
／



第2章 遺 跡

SB14840・ SB14841・ SB14851

壬生門心 を対称に配される東西棟の掘立柱建物。このうち東側の

2棟を南か らSB14840。 SB14841、 西側の 1棟をSB14851と する。SB

14840と SB14851の 大部分 は調査 区外へ延びるが、SB14841と SB

山

壬正亜コ
14851が対称の位置にあり、SB14380他 4棟 と同様に、同規模の建物が対称に並ぶと考えられる。

東西の棟の間隔は132尺 =110大尺 〔39.03m〕 で、南北の棟の間隔は18尺 =15大尺 〔5。 32m〕 で

ある。

建物の規模は、桁行 4間の総長約11.8m、 梁行 2間 の総長約4.7mで、柱間寸法は桁行が10尺

〔2.96m〕 等間、梁行が 8尺 〔2.37m〕 等間、梁行の西から1間 目に間仕切 りがある。柱掘形は

直径30cm程度で直径10cm強 の柱痕跡を残すものが多 く、配置に大尺を用いている様子がみられ

るなど、南側の掘立柱建物 SB14380他 4棟 とよく似た特徴を示す。こうした特徴から、これら

も儀式の際に用いた帽舎等の仮設建物と考えられる。したがって存続時期もSB14380他 4棟と

近い時期に想定される。SB14380他 4棟 と明確な位置関係はみられず、宮内道路SF14350Aの 外

側に位置することを考慮すれば、存続時期は兵部省・式部省が造営されたⅡ-1期以降である

可能性も残る。

S対 4842・ SA14852

SB14841・ SB14851の北側柱心から17尺 〔5。 03m〕 北側にある東西掘立柱塀。柱筋をSB14841

'SB14851と 揃え、柱穴も類似することから、これらと一連の塀と考えられる。

SB14843

SB14840の東側柱 と重複 して検出した南北棟の掘立柱建物。桁行 2間

以上、梁行 1間 の総長約 3mで、柱間寸法は桁行梁行共に10尺 〔2.96m〕

である。柱掘形は直径30cm程度と小さく、仮設建物に想定される。SB

14840。 SB14841と 時期差があることは明らかだが、柱穴に切りあいはみ

られず、新旧関係は不明である。

SB14853

SA14852の 東端 と重複 して検出した南北棟の掘立柱建物。建物の規模は
白

0        1m

SX14500 1:60

▲

八

72

桁行 2間の総長約4.lm、 梁行 1間約 2mの小さな建物で、柱間寸法は桁行、 ∈繋雙里
襲団 竪

梁行共に 7尺である。柱穴は直径30cm程 度と小さく、

る。SA14852と の新旧関係は不明である。

SX14500

SA1765。 SA14400の 約16.5m北 側に位置する東西柱穴列。SA1765。 SA14400と 併存 した日

生 |     1  止

熾勤こ髄され
IIttf

隠塀 とする見方もあるが、ここでは I一

3期以降の仮設物 と判断した。

壬生門心を軸にして、 9基の柱穴が東

西に並ぶ。柱掘形は一辺60cm～ lmの方

形で、SA1765。 SA14400の柱掘形 より明

らか に小 さい。総長 は107尺 〔31.64m〕 、

柱間は3.5m前 後の寸法でばらつ きがあ



22 遺構各説

り、総長をおおよそ 9等分 したと考えられる。SA1765。 SA14400か ら距離は56尺 〔16.56m〕 で、

南面大垣心からの距離がちようど110尺 〔32.53m〕 の位置になる。

このように、壬生門との位置関係が明確であり、柱穴の特徴もSA1765。 SA14400と 著しく異

なることから、 I-3期以降に壬生門の中軸上に設けられた仮設物のひとつと考えられる。塀

の可能性が高いが、宝峰等の旗竿跡の可能性もあろう。

SX14420～ SX14435/SX14887～ SX14897・ SX14450～ SX14465/SX14898～ SX14899

壬生門と朝集殿院の間、壬生門心を軸に柱穴列。厳密には左右対称ではなく、おおよその位

置にあ り、多数の柱穴が重複する箇所があることなどから、儀式の際に立てる宝憧等の旗牛跡

と考えられる。射になる柱穴の間隔は、壬生門に近いものは広 く、遠いものは狭い。時期は、

壬生門と朝集殿院の間が本格的に整備 された I-3期 からⅡ-2期の間に想定される。同様の

柱穴列は朝集殿院内でも確認されてお り、相互に関連するものと思われる。

|    |
AI

壬生門の北方約22m、 壬生門心からそれぞれ東西に  SX 14420

約20mの位置にある一対の柱穴。壬生門を入って一番   SX 14450

手前の旗竿用の柱穴である。このうち西側の柱穴 SX

14420は 、後世の土坑に大 きく破壊されている。東側の

柱穴 SX14450は 、東西約1.4m、 南北約1.5mの長方形

で、直径約1.lmの 柱抜取痕跡がある。深さは約80cm残

存 し、平面・深 さ共に他の旗竿用の柱穴と比 して大 き

い。 したがってこの場所には、儀式の際にひときわ大

きな旗竿を立てたと思われる。立て替えの痕跡がみら

れないことか ら、あるいは恒常的に旗竿を設置 してい

た可能性 もあろう。

lm 壬生門の北方約35m、 壬生門心からそれぞれ東西に

-

図64 SX14450 1:60 約15m付近にある柱穴 3基。この うち SX14421～ SX

14423が西側、SX14451～ SX14453が 東側の柱穴である。柱掘形は一辺60～70cn程度の方形で、

柱抜取痕跡を残すものが多い。 3基の柱穴の配置は射称ではなく、 3時期の旗竿跡と考えられ

|

Y-18、 30フ
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|
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図65 SX14427-14429。 SX14454-14459 1:60
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SX 14424～

SX 14429

SX 14454～

SX 14459

SX 14430～

SX 14435

SX 14460～

SX 14465

第2章 遺 跡

る。

壬生門の北方約40m、 壬生門心からそれぞれ東西に約10mの位置に南北に並ぶ柱穴列。この

うちSX14424～ SX14429が 西側、SX14454～SX14459が東側の柱穴列である。それぞれ 6基の柱

穴が重複して並ぶ。柱穴は、一辺60cm～ lm大の不整形のものが密集する。残存深さは60～70

cm程度と、平面に姑しやや深めである。少なくとも2時期の旗竿跡が重複していると思われる。

壬生門の北方約50m、 壬生門心からそれぞれ東西に約 8mの位置にやや間隔をおいて南北に

並ぶ柱穴列。このうちSX14430～ SX14435が西側、SX14460～ SX14465が東側の柱穴列である。

それぞれ 5基の柱穴が不揃いな間隔で約12mに わたって並び、北端は調査区外へ延びる。柱穴

は、円形のものや長方形、溝状のものが混在し、複数の柱掘形や抜取穴が重複しているとみら

れる。いずれも残存深さは約30cmと 浅い。東側の柱穴 SX14460・ SX14461が、SB14390の 西側柱

の柱穴を壊 してお り、これより新し

いことがわかる。

朝集殿院南門の南方に、壬生門心

からそれぞれ東西30m付近に並ぶ南

北柱穴列。この うち SX14898～ SX

14899カ 蜀雪狽!、 SX14887～ SX14897が

東側の柱穴列である。西側に 1列、

東側に 3列の柱穴列があり、柱穴の

配置は東西で対称にならず、それぞ

れ南北で等距離に並ぶ。柱掘形は、

幅80cm～ lm、 長さ1.5～ 1.8mの長

方形あるいは楕円形のものが多 く、

1つの掘形の中に 2つ の柱抜取痕跡

を留めるものもあり、数本の旗竿を

まとめて立てたと思われる。
図66 SX14890・ SX14899 1:60
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2‐ 2-3 平城宮造営前の遺構

2-2-3-1 古墳時代の遺構

SD13110

兵部省地区を大 きく北西から南東に横切る自然流路。この流路の存在は、平城宮跡内の自然

環境調査 として実施 したボーリング等で広 く確認されてお り、官跡下を縦断していることが既

に知 られる。流路の規模は、確認 した範囲で幅 2～ 3m、 深 さ1.4m程度だが、場所によって出

入 りがあると考えられる。

SD14163・ SD14164

平城宮の造営にともなって第一次整地上で埋め立てられるが、この上面には第二次整地土上

で検出した 2条の斜行溝 SD14163。 SD14164が あ り、埋め立てた後 も水が集まりやすい状況に

あったと予想される。溝の堆積土には遺物をほとんど含 まず、古墳時代の上師器片が数点出土

〃
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2^2 遺構各説

したのみである。

SK13127・ SD13129・ SD13134

朝集殿院とSD3715の 間、古墳時代の包含層上面で検出した不整形土坑および斜行溝。同地区

にある I-3期 の掘立柱建物群 と重複 し、これより古いことがわかる。

斜行溝 SD131341よ 、北西から南東方向に延びる溝で、幅約1.5m、 深さ約80cmが残存する。埋

土から 2時期に分けられ、下層は黒色の粘土 と砂の互層、上層は暗灰色の粘土である。埋土中

には遺物をほとんど含まない。斜行溝 SD131291よ SD13134の南にほぼ直交する細い溝で、幅10

～15cm、 深さ10～15cmが残存する。埋土は SD13134の上層 と同じ暗灰色の粘質土で、古墳時代

の土師器片が出土 した。不整形土坑 SK131271ま SD13129と SD13134の 間にあり、東半は調査区

外へ延びる。南北幅は約 5m、 深さ約20cmが残存 し、埋土中から紡錘車が出土 した。

SD14402・ SD14403。 SD14502・ SD14503

壬生門と朝集殿院南門の間、古墳時代の遺物包含層上面で検出した斜行溝。いずれも北西か

ら南東方向に延びる。様々な遺構 と重複 し、その中でもっとも古い。このうち SD14402か ら 6

世紀中頃の土師器、須恵器が出土 した。

SD14920

朝集殿院南門の南東約40mで検出した斜行溝。弥生時代の遺物包含層上面で検出し、竪穴式

住居 SB14860お よび掘立柱建物 SB14841と 重複 していて、前者より新 しく後者より古いことが

わかる。北西から南東方向に延びる溝が10条、約1.8mの間隔で整然 と並ぶ。

SB14379。 SB14384～ SB14389。 SB14515

壬生門の北方約20mの位置にある掘立柱建物群。古墳時代の遺物包含層上面で検出した。こ

のうち数棟には重複関係があり、建物の建て替えがあったことを示す。軸はいずれも北西に約

30～45度振れている。小さいもので 2間 ×2間、大きいもので 4間 ×4間 の規模があり、正方

形に近い平面形を示すものが多い。小さいもので一辺 3m程度、大きいもので一辺 6m程度の

大きさがあるが、柱間寸法はばらつきが大きく一定しない。柱掘形は直径20～30cmの 円形で、

一部に柱根を残すものもある。埋土は黒色の砂質土で、古墳時代の建物に想定される。

SE13055

兵部省とSD3715の 間で、第一次整地土を一部除去し、古墳時代の包含層上面で検出した井戸。

掘形は直径約1.5mの 円形で、深さ約 lmが残存する。井戸周辺には掘形を切って直径20～30cn

の柱穴があり、井戸屋形の痕跡と目される。埋土は大きく二層に分かれ、両層から5世紀後半

の土師器が多量に出土した。

SA14844・ SA14845

朝集殿院南門の南方30m付近、弥生時代の包含層上面で検出した掘立柱塀。軸は SA14844が

北西に10度、SA14845が 30度程振れている。柱穴は直径15～20cmの 円形で、黒色の砂質土がつ

まることから、古墳時代の塀に想定される。

2-2‐ 3‐ 2 弥生時代の遺構

兵部省地区東寄 りで、弥生時代前期の遺構が確認された。

調査 (第 14次)で、弥生時代後期の集落跡が見つかっている①

平城宮の調査では平城宮西南隅の

周辺の平城京の調査でも左京三条
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第2章 遺 跡

一坊から四条一坊にかけて、弥生時代前期の遺構や遺物包含層が確認されていることから、兵

部省地区から南西にかけての一帯は、自然流路にはさまれた微高地で、弥生時代前期から集落

が形成された地域とみられる。

第224次調査区 6AAY― H、 I区 で、弥生時代の竪穴住居 5棟を検出した。竪穴住居がある兵部

省地区の北東部分はやや高く、その西側には北西から南東方向に向かって自然流路が通ってい

たことが、ボーリング調査等で明らかにされている。また、南の第216次調査区では、水田の畦

らしき帯状の高まりを検出しており、プラント・オパール分析の結果から、水田跡の可能性が

指摘されている。検出した 5棟の竪穴住居の規模や平面形は不均―で、切 り合い関係は認めら

れない。住居などの遺構に伴う土器や、一帯の遺物包含層から出土した弥生土器は、いずれも

前期新段階のものであることから、同時併存か時間差があっても短期間であった可能性が高い

と考えられる。

奈良盆地北部において、弥生前期の集落跡が本格的に調査された例はない。平城宮造営とい

う大規模な土木工事を経て、遺存状況は良好とは言えないが、自然地形を利用し、微高地に住

居を構え、低い南側で水田耕作を営となんだ弥生時代前期集落の痕跡をとどめている点は、こ

の地域の弥生時代研究にとって重要な意味をもつ。

SB14857

SB14857は 他の竪穴住居群から、20mほ ど東に離

れた場所に位置する。一辺約2。 3mの正方形で、床面

積は約 5∬。 4本の主柱穴からなる。地山面で検出

され、竪穴内には弥生土器を含む灰褐色砂質土が堆

0           3m

図68 SB14858遺構平面図と断面図
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0               3m

図67 SB14357遺構平面図と断面図

0                3m

図69 SB14859遺構平面図と断面図
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積する。

SB14858

SB14858は SB14860と 約 3mの距離で隣接する小型の竪穴住居で、長円形を呈する。南北約

4.lm、 東西約3.5m、 床面積は約7.5だ。遺存状況は比較的良好で、柱穴を 5本検出した。南西

の 2本柱穴は近接しているため、建て替えの可能性もある。

SB14859

SB14859は 東西2。 2m、 南北 (検出分)1.9mの隅丸方形を呈し、床面積は約4.4�。遺存状況は

良好でなく、柱穴らしき小穴を 1基検出したが、柱穴と確認することはできなかった。竪穴は
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地山面から掘込まれ、竪穴内は厚 さ約15cm

の暗灰褐色の砂質土が堆積 していた。

SB14860

SB14860は最大規模で、南北約6.3m、 東西

約6.8mの不整形を呈する。奈良時代の掘立

柱建物 SB14841や 旗竿支柱と切 り合うなど、

平面プランは複雑であるが、竪穴住居に伴う

主柱穴は4本、柱間は東西2.4～ 2.8m、 南北

3。 1～3.6mで、やや不整形な長方形に配置さ

れている。床面積は約36だ。柱穴は径10～ 15

cm、 深さ20cmが残存していた。地山面で検

出され、住居内には厚さ約10～25cmの暗灰

22 遺構各説

_    暫m

0               3m

図70 SB14866遺構平面図 と断面図
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褐色砂質上が堆積する。また、床面を切 り込む土坑群 SK14861、 SK14862、 SK14863、 SK14864

を検出した。覆土および土抗から、多数の弥生時代前期新段階の上器と打製石鏃など石器が出

土 した。
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SB14866

SB14866は 長径 3。 7m、 短径3.2mの隅丸長方形で、床面積は約10だ。柱穴を 2本検出した。地

山面から掘込み、竪穴内には暗褐色粘質上のうえに暗褐色砂質土が堆積 していた。

SX14871

直径約45cmの掘形に、最大径30cmの重が埋納された土坑。重の肩部より上を欠 くが、ほぼ

完形である。

y瞑

図71 SB14860遺構平面図と断面図
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2-2-4 その他の遺構

SBl1710

南北基幹つ1水路 SD3715の西岸で検出した掘立柱建物。建物規模は南北 3間 の総長約 5。 3m、

東西 2間 の総長約 3mで、軸が北西へ約12度振れている。柱間寸法は、東西は 5尺等間だが、

南北は1.6～ 1.9mの間でばらつきがある。柱穴は直径30～50cmの不整形な円形で、深さ約40cm

が残存する。埋土は暗灰色の粘質上で、宮廃絶後の建物に想定される。

SDl1714

SD3715の西岸で検出した撹乱溝。SD3765か らSD3715へ基幹排水路を付け替える際の過渡的

な状況を示すものか。

I SX13057・ SX13116司

兵部省 とSD3715の 間で第一次整地土を一部除去 して検出した柱穴列。柵列あるいは仮設建

物の柱穴か。

SKl1711

SBl1710の 北西隅柱穴の南隣にある、軒平瓦 1枚と丸瓦 3枚を重ねて埋納 した小土坑。

SB13125

朝集殿院とSD3715の 間で検出した掘立柱建物。東側柱列 とみられる 4間以上の柱穴列を検

出した。柱掘形は直径約80cm程度の円形で、深さ約25cmが残存 し、一部の柱掘形には柱抜取痕

跡が認められる。柱間寸法は10尺 〔2.96m〕 等間である。 I-3期 に仮定 した掘立柱建物 SB

13124お よびにⅡ-1期 に仮定 した東西築地塀 SA13120北 側の排水溝 と目される SD13121と 切

りあいがあ り、これらより新 しいことがわかる。宮廃絶直後の建物であろう。南から2つ めの

柱抜取跡から軒九瓦6282G(Ⅲ -1)が出土 した。

SK13898・ SK13930

西第二堂 SB12980の 東西にある大土坑。第二次整地土上から掘 り込み、大量の瓦片を投棄 し

ている。東側のSK139301ま凝灰岩片も含む。宮廃絶後の廃棄土坑であろう。
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2-2 遺構各説

SK13762・ SK13774・ SK13776・ SK13777・ SK13778

東第一堂 SB13750の 周辺にある小土坑。兵部省造営以降の廃棄土坑 とみられる。

SD13990

SD3715の東岸で検出した斜行溝。埋土に大量の瓦片および礫を含む。切 りあいから宮廃絶後

のものと考えられる。

SK14440。 SK14441・ SK14448

宮内道路 SF14350の真中にある大土坑。官廃絶時の投棄土坑か。

SK14443

宮内道路 SF14350Bと 式部省の前面道路 SF14370Bの 交差点で検出した凝灰岩片の投棄土坑。

直径2.5m程度の不整形な土坑で、一辺10～30cm大に破砕 した凝灰岩の切石が多 く廃棄 されて

いた。官廃絶時に周辺の敷石を廃棄 したと考えられる。

SK14846

朝集殿院南門の東南、25m付近で検出した瓦投棄土坑。東西幅約4。 3m、 深 さ10～ 15cmの 浅い

土坑で、九瓦を中心に奈良時代の瓦が廃棄された状態で大量に出土 した。宮廃絶時に周辺の建

物の瓦を廃棄 したと考えられる。北半は構内道路 と重複 してお り検出していない。

1)寸法はmま たはcmで、mm単位を四捨五入し

て表記した。尺への換算は小尺を29.57cm、

大尺を35.48cmと して算出し、メー トル法で

の復元寸法を 〔 〕内に併記した。なお 1小

尺 =29.57cmは 本書「4-5 建築遺構の復

元」における検討結果による。また奈良時代

初期には平城宮造営の基準尺長がおよそ 1小

尺 =29.57cmであったことが既に指摘されて

いる。(井上和人「平城宮造営尺長について」

『奈良国立文化財研究所年報2000-Ⅲ 』2000

p47、 同「平城京条坊道路の設計規格につい

て」『奈良文化財研究所紀要2003』 p35)。

遺構模式図の記号 : ○掘立柱掘形

0柱根を留める柱掘形 □礎石抜取痕跡

■礎石 …推定 人は北を示す。

2)奈良国立文化財研究所1992「2式部省・式部

省東役所の調査 第222次JF平城宮跡発掘調

査部発掘調査概報 1991年度』 (以下『平城宮

概報1994年度』と略記する)p21。

3)奈良日立文化財研究所1981『平城宮発掘調査

報告�』p87。

4)小澤毅1993「平城宮中央区大極殿地域の建築

平面について」『考古論集』 (の ち小澤2003

『日本古代宮都構造の研究』青木書店に収載。

同書 p363)。

5)前掲注 3の p85。

6)奈良国立文化財研究所1991「兵部省の調査

(1)第 205次」『平城宮概報 1990年 度』p6。

7)奈良文化財研究所 2004「 朝集殿院の調査―第

346次・355次」『奈良文化財研究所紀要2004」

p135。

8)前掲注 2の p21。

9)史料の検討からは、兵部省・式部省が一対の

官衛として成立する要件が天平 3年 (731)頃

に整ったことが指摘されている(渡辺晃宏

1995「兵部省の武官人事権の確立と考選制

度」『文化財論叢Ⅱ』および本書第 4章 1)。

10)奈良文化財研究所2003「 第二次朝集殿院南門

の調査 第326次」『奈良文化財研究所紀要

2003』 p137。

11)『 平城宮整備報告』1979 p3。

12)奈良国立文化財研究所 1964「 昭和38年度平城

宮発掘調査概報」『奈良国立文化財研究所年

報1964』。

13)上橋理子1990「平城京左京四条一坊十四坪」

『奈良県遺跡調査概報 (第一分冊)1990年 度』

奈良県立橿原考古学研究所。久保清子1991

「平城京左京三条一坊十坪の調査第219次」

『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成 2年

度』奈良市教育委員会。

14)奈良回立文化財研究所1981「 旧地形と平城宮

造営前の遺跡」F平城宮発掘調査報告 X』 。

15)奈良国立文化財研究所1991「 1第216次調査に

おけるプラント・オパール分析結果につい

て」F平城宮概報1990年度』 (宮崎大学農学部

藤原宏志による)。
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